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学科・ゼミの教育研究活動の展示やクラブ・サークルの企画発表の一部を紹介

学園祭を終えて

　
11
月
2
日
（
水
）・
3
日
（
木
・

祝
）
に
江
戸
川
学
園
お
お
た
か
の

森
専
門
学
校
と
合
同
の
駒
木
祭
が

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
2
日
間

と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
来
場
者
数

は
３
０
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

駒木憩いの広場の様子 3 年ぶりの光景

学園祭実行委員会企画「縁日」

綺凛

コピーダンス愛好会「BLACK ANGEL」

駒木学習センター書道展示

軽音楽部「JOICE」

第 11 回こどもコミュニケーションフォーラム 
人形劇団タップ公演

情報文化学科展示

弦楽同好会 駒木学習センター水彩スケッチ展示

アイドル愛好会「愛センチメートル」

あいみるちゃわんむし

グランプリのエレクトロキャパシティに
小口彦太学長から賞状を授与

エレクトロキャパシティ

酔ひどれ

審査員特別賞の酔ひどれに割田康彦氏から
賞状を授与

海外研修展示

ダンス愛好会「DECK'S」

鉄道愛好会展示

　今年度のテーマは「彩
さい

虹
こう

」です。７色の虹は様々な色が重なり合い彩
られています。私たち実行委員会も十人十色ですが定期的に会議を設け
話し合いながら学園祭の成功を目指して尽力しました。飲食系の模擬店
は実施できませんでしたが、３年ぶりに展示企画を対面で開催すること
ができました。ご来場者には入場時に検温し腕にリストバンドを着用し
ていただくなどの感染症対策を行い、無事終えることができました。実
施にあたりご協力いただいた先生方、職員の方々に感謝しております。
来年度もぜひご協力賜りますようお願い申し上げます。
                          
　　　　　　　　　　　　　　　　 学園祭実行委員会委員長　角田琉河

主要行事 2022 駒木祭

決勝審査の様子

　
江
戸
川
ガ
ー
ル
ズ
ア
ワ
ー
ド
（
Ｅ
Ｇ
Ａ
）
は
、

社
会
学
部
経
営
社
会
学
科
の
演
習
・
実
習
の
取
り

組
み
と
し
て
、
音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
ス
の
学
生
た
ち
が
作
り
上
げ
る
大
型
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
中
核
と
な
る
の
は
「
ネ
ク

ス
テ
ー
ジ
・
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
で
、
全
国
の
高

校
生
を
対
象
に
し
た
軽
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
。
第
4

回
と
な
る
今
年
度
は
バ
ン
ド
部
門
20
組
、
ソ
ロ
部

門
1
人
か
ら
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
る
審
査
の
結

果
、
決
勝
出
場
者
に
は
バ
ン
ド
部
門
5
組
（
う
ち

１
組
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
り
欠
場
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
（
詳
細
は
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　
Ｅ
Ｇ
Ａ
イ
ベ
ン
ト
は
、
11
月
3
日
（
木
・
祝
）

13
時
30
分
か
ら
、
第
二
体
育
館
を
会
場
に
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
第
1
部
は
２
０
２
２
ネ
ク
ス
テ
ー
ジ
・
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
決
勝
ラ
イ
ブ
、
第
2
部
は
突
発
的
犯

行
デ
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ブ
、
第
3
部
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
対
決
、
第
4
部
は
グ
ラ
ン
プ
リ
発
表
＆
授

賞
式
の
順
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会場は大勢の来場者で
埋め尽くされた

ファッションコーデ対決に
先立ちトークライブを披露
したお笑い芸人のミキ

学内イベント 2022 江戸川ガールズアワード（EGA）

　ゲスト審査員は音楽プロデューサーの割田康彦氏とヤマ
ハミュージックジャパンの森山賢志氏。講評では「どのバ
ンドも非常にレベルが高く、審査員泣かせのオーディショ
ンとなりました。慎重に議論を重ねた結果、優秀賞のほか
に審査員特別賞を設けました」と話されました。

デビューライブの様子 ファッションコーデ対決の様子

デビュー曲「無垢
になるまで」を歌う
突発的犯行

ミキから優勝チーム
に賞状が贈呈された

　2021 ネクステージアーティストの突発的犯行がデ
ビューライブを行いました。ピアノロック・ガールズバ
ンドで、メンバーはリーダーの Key./Vo. 笹和田美玲さ
んと Dr./Cho. きょうこさん、Ba. ゆいりさんの 3 人（音
楽プロデュース：割田康彦氏）。同学科の音楽ビジネス
ゼミ 3 年生がアーティストプロデュースを行い、この日

『無垢になるまで』をデジタルリリースしました。

　人気ブランドとのタイアップ企画としてファッション
コーディネイト対決　「DISCOVER 80's」を行いました。
お笑い芸人の「ミキ」を特別審査員に迎え、音楽・ファッ
ションビジネスコースの 2 年ゼミ生 3 チームがそれぞれ

「SILAS」「MILKFED.」「BEAMS DOT」の商品を使っ
たコーデで対決。優勝は「BEAMS DOT」の商品でモノ
トーンコーデを披露した C チームが選ばれました。
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人事 9月卒業式
　
９
月
卒
業
生
は
、
社
会
学
部
人
間
心
理
学
科

３
名
、
現
代
社
会
学
科
３
名
、
経
営
社
会
学
科

12
名
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

マ
ス･

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
１
名
、
情

報
文
化
学
科
６
名
、
計
名
25
名
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
９
月
28
日
（
水
）
に
映
像
ホ
ー
ル

に
て
学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

事務職員内定式

退職者
教員退職者（2022 年 10月 31日付け）
社会学部経営社会学科准教授　大塚寛樹

　江戸川大学職員として 2023 年４月から採用と
なる新規採用者内定式を 10 月 3日（月）に実施
しました。内定者は 2名です。理事長室にて木内
英仁理事長から内定通知を渡し、小口彦太学長が
期待の言葉を述べました。内定式後は、先輩にな
る事務職員との懇談会を行いました。

　キャリアセンターでは、就職活動支援として『就職ガイダンス』を行っ
ています。12 月 7日（水）の第 6回ガイダンスでは、『卒業生を囲む
就職相談会』を開催しました。
　本イベントは、社会で活躍する江戸川大学OB・OGが母校に足をは
こび、就職活動を控える後輩学生のために各業界・企業の業務内容や
採用情報の説明、選考に向けたアドバイスをしてくれる会です。今回は、
製造業、情報通信業、卸・小売業、サービス業、公務等で活躍する 7
名のOB・OGにご協力いただきました。学生は興味のある企業のブー
スを訪ね、先輩方の説明を聞いて、熱心に質問をしていました。

（左から）杉山保憲大学事務局長、木内英仁理事長、内定者・松山和樹さん、内定者・岡本大さん、
小口彦太学長、広岡勲法人事務局長、桑田知明法人事務局総務部長

組織
設置認可等に関わる組織の移行表

２
０
２
３
年
度
組
織
変
更

　
２
０
２
３
年
度
入
試
か
ら
入
学
定
員

は
、
経
営
社
会
学
科
が
１
２
０
人
か
ら

１
３
０
人
、
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
が
60
人
か
ら
50
人
※

に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。
※
認
可
申
請
中

︿
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
に
つ
い
て
﹀

●
参
加
す
る
学
生
自
身
が
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
す
る
と
同
時
に
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
側
の
感
染
防
止
対

策
が
充
分
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
を
条
件
に
参
加
を
認
め
る
。

︿
海
外
渡
航
に
つ
い
て
﹀

●
海
外
渡
航
を
す
る
場
合
（
海
外
研
修

を
除
く
）
は
、「
外
務
省
海
外
安
全
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
の
「
感
染
症
危
険
情
報
」

「
危
険
情
報
」「
出
入
国
情
報
」
を
必
ず

確
認
す
る
こ
と
。「
感
染
症
危
険
情
報
」

レ
ベ
ル
1
以
下
、「
危
険
情
報
」
レ
ベ
ル

1
以
下
の
国
・
地
域
を
推
奨
。

︿
ゼ
ミ
・
実
習
・
課
外
活
動
に
つ
い
て
﹀

●
「
3
密
」
を
防
ぐ
た
め
に
ど
の
よ
う

な
感
染
防
止
対
策
を
と
る
か
事
前
に
活

動
申
請
書
類
を
学
生
課
に
提
出
し
て
も

ら
う
。
ま
た
、万
が
⼀
感
染
事
例
が
あ
っ

た
際
に
、
濃
厚
接
触
者
を
特
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
い
つ
誰
が
活
動
し

て
い
る
か
に
つ
い
て
常
に
把
握
で
き
る

状
態
に
し
た
上
で
活
動
を
認
め
る
。

●
実
習
・
合
宿
に
つ
い
て
は
参
加
者
の

健
康
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
、
申
請
時
に
感
染
防
止
対
策
を
添

付
し
た
も
の
に
つ
い
て
実
施
を
認
め
る
。

●
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
練
習
時
は
マ

ス
ク
着
用
を
不
要
と
す
る
が
、
練
習
時

以
外
は
マ
ス
ク
着
用
を
徹
底
す
る
。

︿
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て
﹀

●
感
染
症
予
防
の
基
本
を
励
行
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
マ
ス
ク
や
う
が
い
、

手
洗
い
な
ど
手
指
消
毒
を
実
施
し
、
風

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
お
け
る

２
０
２
２
年
７
月
１
日（
金
）か
ら
の

活
動
方
針

︿
授
業
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
﹀

●
各
種
の
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
た

上
で
、
対
面
授
業
を
中
心
と
す
る
。

︿
学
外
実
習
等
の
参
加
に
つ
い
て
﹀

●
実
習
担
当
者
が
実
習
先
の
感
染
防
止

対
策
と
参
加
者
の
健
康
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
を
条
件
に
実
施
を
認
め
る
。

邪
の
よ
う
な
症
状
や
発
熱
、
強
い
だ
る

さ
等
、
少
し
で
も
体
調
が
悪
い
場
合
は

ア
ル
バ
イ
ト
に
は
行
か
ず
自
宅
で
体
調

を
整
え
る
こ
と
。

●
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る
際
は
、
飲
食

店
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
対
面
型
の
ア
ル
バ

イ
ト
に
つ
い
て
は
感
染
防
止
対
策
を
十

分
に
と
っ
て
い
る
店
舗
を
選
択
し
、「
3

密
」
と
な
る
よ
う
な
ア
ル
バ
イ
ト
に
は

従
事
し
な
い
こ
と
。

︿
図
書
館
に
つ
い
て
﹀

●
学
生
・
教
職
員
及
び
近
隣
在
住
の
高

校
生
、
東
葛
地
区
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
加
盟
大
学
の
利
用
者
に
つ
い
て
は

利
用
を
認
め
る
（
座
席
制
限
等
あ
り
）。

※
利
用
方
法
等
の
詳
細
は
図
書
館
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
に
提
示

︿
学
術
情
報
課
窓
口
お
よ
び
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
に
つ
い
て
﹀

●
授
業
の
実
施
に
必
要
な
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
お
よ
び
Ｐ
Ｃ
付
属
品
の
受
け
取
り

な
ど
に
つ
い
て
は
、
学
生
・
教
職
員
の

利
用
を
認
め
る
。

︿
公
開
講
座
に
つ
い
て
﹀

●
少
人
数
の
講
座
か
ら
開
始
す
る
。

︿
教
室
等
の
外
部
へ
の
貸
出
に
つ
い
て
﹀

●
必
要
な
感
染
症
対
策
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
を
条
件
に
貸
出
を
認
め
る
。

駒
木
キ
ャ
ン
パ
ス
入
構
時
の
お
願
い

［
２
０
２
２
年
10
月
２0
日
更
新
］

■
入
構
を
お
断
り
す
る
方

　
発
熱
（
37
．5
℃
以
上
）、
咳
、
強
い

だ
る
さ
（
倦
怠
感
）、
息
苦
し
さ
（
呼
吸

困
難
）
な
ど
の
風
邪
症
状
や
味
覚
・
嗅

覚
障
害
を
お
持
ち
の
方
。

︿
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
﹀

【
屋
外
】
季
節
を
問
わ
ず
、
マ
ス
ク
着
用

は
原
則
不
要
で
す
。

　
※
人
と
の
距
離
（
目
安
２
ｍ
）
が

　
　
保
て
ず
、
会
話
を
す
る
場
合
は

　
　
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
屋
内
】
人
と
の
距
離
（
目
安
２
ｍ
）
が

確
保
で
き
、
会
話
を
ほ
と
ん
ど
行
わ

な
い
場
合
を
の
ぞ
き
、
マ
ス
ク
の
着

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
場
面
に
応
じ
た
適
切
な
マ
ス
ク
の
着

　
脱
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
引
き
続
き
、
手
洗
い
、「
密
」
の
回
避

　
等
の
基
本
的
な
感
染
対
策
は
維
持
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
※
そ
の
他
の
地
域
や
施
設
の
状
況
に

　
　
応
じ
て
講
じ
ら
れ
て
い
る
対
策
が

　
　
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た

　
　
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

令和 5年度 入学定員 収容定員 変更内容
社会学部
人間心理学科 110 440
現代社会学科 80 320
経営社会学科 130 520 定員変更 (10)
メディアコミュニケーション学部
マス・コミュニケーション学科 100 400
情報文化学科 80 320
こどもコミュニケーション学科 50 200 定員変更 (△10)
計 550 2200

卒業生を囲む就職相談会

対面とオンラインのハイブリッドで行われた

中庭のパンパスグラス（１０月31日撮影）
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人事 9月卒業式
　
９
月
卒
業
生
は
、
社
会
学
部
人
間
心
理
学
科

３
名
、
現
代
社
会
学
科
３
名
、
経
営
社
会
学
科

12
名
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

マ
ス･

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
１
名
、
情

報
文
化
学
科
６
名
、
計
名
25
名
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
９
月
28
日
（
水
）
に
映
像
ホ
ー
ル

に
て
学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

事務職員内定式

退職者
教員退職者（2022 年 10月 31日付け）
社会学部経営社会学科准教授　大塚寛樹

　江戸川大学職員として 2023 年４月から採用と
なる新規採用者内定式を 10 月 3日（月）に実施
しました。内定者は 2名です。理事長室にて木内
英仁理事長から内定通知を渡し、小口彦太学長が
期待の言葉を述べました。内定式後は、先輩にな
る事務職員との懇談会を行いました。

　キャリアセンターでは、就職活動支援として『就職ガイダンス』を行っ
ています。12 月 7日（水）の第 6回ガイダンスでは、『卒業生を囲む
就職相談会』を開催しました。
　本イベントは、社会で活躍する江戸川大学OB・OGが母校に足をは
こび、就職活動を控える後輩学生のために各業界・企業の業務内容や
採用情報の説明、選考に向けたアドバイスをしてくれる会です。今回は、
製造業、情報通信業、卸・小売業、サービス業、公務等で活躍する 7
名のOB・OGにご協力いただきました。学生は興味のある企業のブー
スを訪ね、先輩方の説明を聞いて、熱心に質問をしていました。

（左から）杉山保憲大学事務局長、木内英仁理事長、内定者・松山和樹さん、内定者・岡本大さん、
小口彦太学長、広岡勲法人事務局長、桑田知明法人事務局総務部長

組織
設置認可等に関わる組織の移行表

２
０
２
３
年
度
組
織
変
更

　
２
０
２
３
年
度
入
試
か
ら
入
学
定
員

は
、
経
営
社
会
学
科
が
１
２
０
人
か
ら

１
３
０
人
、
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
が
60
人
か
ら
50
人
※

に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。
※
認
可
申
請
中

︿
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
に
つ
い
て
﹀

●
参
加
す
る
学
生
自
身
が
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
す
る
と
同
時
に
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
側
の
感
染
防
止
対

策
が
充
分
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
を
条
件
に
参
加
を
認
め
る
。

︿
海
外
渡
航
に
つ
い
て
﹀

●
海
外
渡
航
を
す
る
場
合
（
海
外
研
修

を
除
く
）
は
、「
外
務
省
海
外
安
全
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
の
「
感
染
症
危
険
情
報
」

「
危
険
情
報
」「
出
入
国
情
報
」
を
必
ず

確
認
す
る
こ
と
。「
感
染
症
危
険
情
報
」

レ
ベ
ル
1
以
下
、「
危
険
情
報
」
レ
ベ
ル

1
以
下
の
国
・
地
域
を
推
奨
。

︿
ゼ
ミ
・
実
習
・
課
外
活
動
に
つ
い
て
﹀

●
「
3
密
」
を
防
ぐ
た
め
に
ど
の
よ
う

な
感
染
防
止
対
策
を
と
る
か
事
前
に
活

動
申
請
書
類
を
学
生
課
に
提
出
し
て
も

ら
う
。
ま
た
、万
が
⼀
感
染
事
例
が
あ
っ

た
際
に
、
濃
厚
接
触
者
を
特
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
い
つ
誰
が
活
動
し

て
い
る
か
に
つ
い
て
常
に
把
握
で
き
る

状
態
に
し
た
上
で
活
動
を
認
め
る
。

●
実
習
・
合
宿
に
つ
い
て
は
参
加
者
の

健
康
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
、
申
請
時
に
感
染
防
止
対
策
を
添

付
し
た
も
の
に
つ
い
て
実
施
を
認
め
る
。

●
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
練
習
時
は
マ

ス
ク
着
用
を
不
要
と
す
る
が
、
練
習
時

以
外
は
マ
ス
ク
着
用
を
徹
底
す
る
。

︿
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て
﹀

●
感
染
症
予
防
の
基
本
を
励
行
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
マ
ス
ク
や
う
が
い
、

手
洗
い
な
ど
手
指
消
毒
を
実
施
し
、
風

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
お
け
る

２
０
２
２
年
７
月
１
日（
金
）か
ら
の

活
動
方
針

︿
授
業
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
﹀

●
各
種
の
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
た

上
で
、
対
面
授
業
を
中
心
と
す
る
。

︿
学
外
実
習
等
の
参
加
に
つ
い
て
﹀

●
実
習
担
当
者
が
実
習
先
の
感
染
防
止

対
策
と
参
加
者
の
健
康
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
を
条
件
に
実
施
を
認
め
る
。

邪
の
よ
う
な
症
状
や
発
熱
、
強
い
だ
る

さ
等
、
少
し
で
も
体
調
が
悪
い
場
合
は

ア
ル
バ
イ
ト
に
は
行
か
ず
自
宅
で
体
調

を
整
え
る
こ
と
。

●
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る
際
は
、
飲
食

店
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
対
面
型
の
ア
ル
バ

イ
ト
に
つ
い
て
は
感
染
防
止
対
策
を
十

分
に
と
っ
て
い
る
店
舗
を
選
択
し
、「
3

密
」
と
な
る
よ
う
な
ア
ル
バ
イ
ト
に
は

従
事
し
な
い
こ
と
。

︿
図
書
館
に
つ
い
て
﹀

●
学
生
・
教
職
員
及
び
近
隣
在
住
の
高

校
生
、
東
葛
地
区
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
加
盟
大
学
の
利
用
者
に
つ
い
て
は

利
用
を
認
め
る
（
座
席
制
限
等
あ
り
）。

※
利
用
方
法
等
の
詳
細
は
図
書
館
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
に
提
示

︿
学
術
情
報
課
窓
口
お
よ
び
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
に
つ
い
て
﹀

●
授
業
の
実
施
に
必
要
な
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
お
よ
び
Ｐ
Ｃ
付
属
品
の
受
け
取
り

な
ど
に
つ
い
て
は
、
学
生
・
教
職
員
の

利
用
を
認
め
る
。

︿
公
開
講
座
に
つ
い
て
﹀

●
少
人
数
の
講
座
か
ら
開
始
す
る
。

︿
教
室
等
の
外
部
へ
の
貸
出
に
つ
い
て
﹀

●
必
要
な
感
染
症
対
策
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
を
条
件
に
貸
出
を
認
め
る
。

駒
木
キ
ャ
ン
パ
ス
入
構
時
の
お
願
い

［
２
０
２
２
年
10
月
２0
日
更
新
］

■
入
構
を
お
断
り
す
る
方

　
発
熱
（
37
．5
℃
以
上
）、
咳
、
強
い

だ
る
さ
（
倦
怠
感
）、
息
苦
し
さ
（
呼
吸

困
難
）
な
ど
の
風
邪
症
状
や
味
覚
・
嗅

覚
障
害
を
お
持
ち
の
方
。

︿
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
﹀

【
屋
外
】
季
節
を
問
わ
ず
、
マ
ス
ク
着
用

は
原
則
不
要
で
す
。

　
※
人
と
の
距
離
（
目
安
２
ｍ
）
が

　
　
保
て
ず
、
会
話
を
す
る
場
合
は

　
　
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
屋
内
】
人
と
の
距
離
（
目
安
２
ｍ
）
が

確
保
で
き
、
会
話
を
ほ
と
ん
ど
行
わ

な
い
場
合
を
の
ぞ
き
、
マ
ス
ク
の
着

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
場
面
に
応
じ
た
適
切
な
マ
ス
ク
の
着

　
脱
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
引
き
続
き
、
手
洗
い
、「
密
」
の
回
避

　
等
の
基
本
的
な
感
染
対
策
は
維
持
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
※
そ
の
他
の
地
域
や
施
設
の
状
況
に

　
　
応
じ
て
講
じ
ら
れ
て
い
る
対
策
が

　
　
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た

　
　
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

令和 5年度 入学定員 収容定員 変更内容
社会学部
人間心理学科 110 440
現代社会学科 80 320
経営社会学科 130 520 定員変更 (10)
メディアコミュニケーション学部
マス・コミュニケーション学科 100 400
情報文化学科 80 320
こどもコミュニケーション学科 50 200 定員変更 (△10)
計 550 2200

卒業生を囲む就職相談会

対面とオンラインのハイブリッドで行われた

中庭のパンパスグラス（１０月31日撮影）
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諸　報 国際交流活動教育活動

海
外
研
修
を
３
年
ぶ
り
に
実
施

3
年
ぶ
り
と
な
る
海
外
研
修
の
実
施

に
向
け
て
、8
月
24
日（
水
）に
映
像
ホ
ー

ル
で
結
団
式
を
行
い
ま
し
た
。
学
長
か

ら
の
激
励
後
、
参
加
学
生
を
代
表
し
て

情
報
文
化
学
科
4
年
生
の
有
村
忠
頼
さ

ん
が
「
異
文
化
交
流
、
異
文
化
理
解
、

語
学
力
の
向
上
に
努
め
、
本
学
の
学
生

と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、
研
修

に
臨
み
ま
す
」
と
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

﹁
異
文
化
理
解
研
修
﹂

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
異
文
化
理

解
研
修
は
２
０
２
０
年
、
２
０
２
１
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
3
年
ぶ

り
に
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
参
加

学
生
は
16
名
で
、
引
率
教
員
は
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
長
の
新
井
正
彦
教
授
。
8

月
30
日
（
火
）
か
ら
9
月
13
日
（
火
）

ま
で
マ
ッ
セ
イ
大
学
ア
ル
バ
ニ
ー
校
で

英
語
を
学
び
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な

が
ら
約
2
週
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

﹁
語
学
研
修
（
オ
セ
ア
ニ
ア
）﹂

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
語
学
研
修
は

２
０
２
０
年
、
２
０
２
１
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
断

し
て
い
ま
し
た
が
、
3
年
ぶ
り
に
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
度
の
参
加
学
生
は
14

名
で
、
引
率
は
国
際
室
の
山
田
博
之
主

任
。
9
月
3
日
（
土
）
か
ら
10
月
2
日

（
日
）
ま
で
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
ゴ
ー
ル
ド

コ
ー
ス
ト
校
で
英
語
を
学
び
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
4
週
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

﹁
語
学
研
修
（
欧
米
）﹂

　
２
０
２
２
年
度
語
学
研
修（
欧
米
）は
、

ア
メ
リ
カ
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
初

め
て
ハ
ワ
イ
で
実
施
し
ま
し
た
。
参
加

学
生
は
7
名
で
、
引
率
教
員
は
情
報
文

化
学
科
の
水
口
小
百
合
講
師
で
し
た
。

8
月
28
日
（
日
）
か
ら
9
月
18
日
（
日
）

ま
で
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
で
英
語
を

学
び
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
3

週
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

﹃
留
学
生
バ
ス
ツ
ア
ー
﹄を

３
年
ぶ
り
に
実
施

　
留
学
生
の
勉
学
や
日
常
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催

の
『
留
学
生
バ
ス
ツ
ア
ー
』
が
11
月
5

日
（
土
）
に
実
施
さ
れ
、
留
学
生
22
名・

教
職
員
9
名
が
茨
城
県
笠
間
市
・
大
洗

町
を
訪
れ
ま
し
た
。
外
国
人
留
学
生
が

交
流
を
深
め
な
が
ら
日
本
文
化
に
親
し

む
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
い
た
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
実
に
3
年
ぶ
り
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
前
は
、
笠
間
焼
の
窯
元
「
製
陶
ふ

く
だ
」
に
て
手
び
ね
り
陶
芸
を
体
験
。

先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
焼
き
も

の
用
の
土
を
指
先
で
伸
ば
し
な
が
ら
成

形
し
て
い
き
ま
す
。
平
皿
、
小
物
入
れ
、

マ
グ
カ
ッ
プ
、
花
瓶
な
ど
、
個
性
溢
れ

る
作
品
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
関
東
最
大
規
模
の
「
ア
ク

ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水
族
館
」
へ
。

迫
力
あ
る
「
出
会
い
の
海
の
大
水
槽
」、

幻
想
的
な
「
ク
ラ
ゲ
大
水
槽
」、
ア
ク
ア

ワ
ー
ル
ド
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る

サ
メ
や
マ
ン
ボ
ウ
な
ど
、
見
所
が
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

有村忠頼さんによる宣誓

マッセイ大学アルバニー校にて

ハワイ大学マノア校にて

アクアワールド茨城県大洗水族館にて

ボンド大学にて

柏
駅﹁
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
﹂
に
参
加

　
崎
本
武
志
ゼ
ミ
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

柏
駅
と
共
同
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
展
開

し
て
い
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト

『
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
』
に
参
画
し
て

い
ま
す
。
4
度
目
と
な
る
今
回
は
、
11

月
10
日
（
木
）
か
ら
16
日
（
水
）
ま
で

開
催
さ
れ
、
ゼ
ミ
生
は
ハ
イ
キ
ン
グ
に

参
加
す
る
⼀
般
市
民
の
方
々
の
受
付
を

行
い
ま
し
た
。

　
ゼ
ミ
生
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
立

案
。「
江
戸
末
期
の
歴
史
探
索
と
緑
豊

か
な
自
然
に
触
れ
あ
お
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
柏
駅
か
ら
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
駅

ま
で
を
歩
く
コ
ー
ス
を
駅
職
員
の
方
々

と
共
同
で
企
画
し
ま
し
た
。
築
１
６
５

年
を
誇
る
国
指
定
重
要
文
化
財
の
旧
吉

田
家
住
宅
や
、
色
づ
く
紅
葉
が
美
し
い

大
洞
院
な
ど
、
柏
の
歴
史
盛
り
だ
く
さ

ん
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

﹃
ま
ち
を
き
れ
い
に
志
隊
﹄に
参
加

　
現
代
社
会
学
科
の
佐
藤
秀
樹
講
師
の

専
門
ゼ
ミ
と
現
代
社
会
演
習
II
・
実
習

II
の
授
業
の
中
で
、
学
生
が
キ
ャ
ン
パ

ス
の
あ
る
千
葉
県
流
山
市
の
ク
リ
ー
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
ま
ち
を
き
れ
い
に
志

隊
』
と
し
て
、
昨
年
12
月
に
江
戸
川
大

学
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

清
掃
道
具
や『
ま
ち
を
き
れ
い
に
志
隊
』

の
タ
ス
キ
等
は
市
役
所
か
ら
お
借
り
し

ま
し
た
。

﹃
な
が
れ
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
﹄に
参
加

　
現
代
社
会
学
科
の
学
生
が
、
野
上

玲
子
講
師
が
担
当
し
た
「
現
代
社
会
・

フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
」
の
授
業
で
、
12
月

10
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
「
な
が
れ
や

ま
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
」
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
講
習
会
や
チ
ア
ダ
ン
ス
講

習
会
、
親
子
で
楽
し
め
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー（
8
種
目
）

の
ほ
か
、千
葉
県
主
催
の「
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
タ
と
う
か
つ
」
も
同
時
開
催

さ
れ
、
約
４
５
０
人
の
市
民
が
集
ま
り

ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
流
山
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
直
接
関
わ
り
、
公
共
ス

ポ
ー
ツ
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
貴
重

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

江
戸
川
大
学
イ
メ
ー
ジ
Ｃ
Ｍ
を
制
作

　
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
演
習
・
実
習
Ｌ
「
Ｃ
Ｍ
制
作
」（
担
当
：

小
久
保
利
己
教
授
）
で
は
、
学
生
が
３

チ
ー
ム
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
『
君
の
可

能
性
は
、
無
限
大
』『
心
晴
れ
』『
教
え

て
！
ね
こ
館
長
』
の
３
作
品
の
イ
メ
ー

ジ
Ｃ
Ｍ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
各
作
品

と
も
60
秒
、30
秒
、15
秒
の
３
つ
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
公
式Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ

ル
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム

﹃
シ
ュ
ー
カ
ツ
！
﹄を
制
作

　
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
の
小
久
保
利
己
教
授
の
専
門
ゼ
ミ

で
は
、『
シ
ュ
ー
カ
ツ
！
』
と
題
し
た

作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。
1
、
2
年
次

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
3
年
生
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に

通
い
始
め
る
と
同
時
に
直
面
し
た
就
職

活
動
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
公
式

Y
ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
を
制
作

　
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
森
川
俊
生
教
授
の
専
門
ゼ
ミ
で
は
、

「
詐
欺
取
材
班
」
と
「
花
火
取
材
班
」

の
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
『
暗
影
か
ら
の
さ
さ
や
き
~
多
様
化

す
る
詐
欺
そ
の
背
景
に
潜
む
巧
妙
な

手
口
と
は
~
』『
玉
響
の
煌
め
き
~
そ

の
⼀
瞬
に
想
い
を
込
め
て
~
』
と
題
し

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
を
完
成
さ

せ
、「
東
京
ビ
デ
オ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
２
」
に
出
品
し
ま
し
た
。
公
式

Y
ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

大学北門周辺を清掃する学生たち

キッコーマンアリーナにて

柏駅コンコースで受付を担当するゼミ生たち
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海
外
研
修
を
３
年
ぶ
り
に
実
施

3
年
ぶ
り
と
な
る
海
外
研
修
の
実
施

に
向
け
て
、8
月
24
日（
水
）に
映
像
ホ
ー

ル
で
結
団
式
を
行
い
ま
し
た
。
学
長
か

ら
の
激
励
後
、
参
加
学
生
を
代
表
し
て

情
報
文
化
学
科
4
年
生
の
有
村
忠
頼
さ

ん
が
「
異
文
化
交
流
、
異
文
化
理
解
、

語
学
力
の
向
上
に
努
め
、
本
学
の
学
生

と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、
研
修

に
臨
み
ま
す
」
と
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

﹁
異
文
化
理
解
研
修
﹂

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
異
文
化
理

解
研
修
は
２
０
２
０
年
、
２
０
２
１
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
3
年
ぶ

り
に
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
参
加

学
生
は
16
名
で
、
引
率
教
員
は
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
長
の
新
井
正
彦
教
授
。
8

月
30
日
（
火
）
か
ら
9
月
13
日
（
火
）

ま
で
マ
ッ
セ
イ
大
学
ア
ル
バ
ニ
ー
校
で

英
語
を
学
び
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な

が
ら
約
2
週
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

﹁
語
学
研
修
（
オ
セ
ア
ニ
ア
）﹂

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
語
学
研
修
は

２
０
２
０
年
、
２
０
２
１
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
断

し
て
い
ま
し
た
が
、
3
年
ぶ
り
に
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
度
の
参
加
学
生
は
14

名
で
、
引
率
は
国
際
室
の
山
田
博
之
主

任
。
9
月
3
日
（
土
）
か
ら
10
月
2
日

（
日
）
ま
で
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
ゴ
ー
ル
ド

コ
ー
ス
ト
校
で
英
語
を
学
び
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
4
週
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

﹁
語
学
研
修
（
欧
米
）﹂

　
２
０
２
２
年
度
語
学
研
修（
欧
米
）は
、

ア
メ
リ
カ
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
初

め
て
ハ
ワ
イ
で
実
施
し
ま
し
た
。
参
加

学
生
は
7
名
で
、
引
率
教
員
は
情
報
文

化
学
科
の
水
口
小
百
合
講
師
で
し
た
。

8
月
28
日
（
日
）
か
ら
9
月
18
日
（
日
）

ま
で
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
で
英
語
を

学
び
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
3

週
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

﹃
留
学
生
バ
ス
ツ
ア
ー
﹄を

３
年
ぶ
り
に
実
施

　
留
学
生
の
勉
学
や
日
常
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催

の
『
留
学
生
バ
ス
ツ
ア
ー
』
が
11
月
5

日
（
土
）
に
実
施
さ
れ
、
留
学
生
22
名・

教
職
員
9
名
が
茨
城
県
笠
間
市
・
大
洗

町
を
訪
れ
ま
し
た
。
外
国
人
留
学
生
が

交
流
を
深
め
な
が
ら
日
本
文
化
に
親
し

む
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
い
た
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
実
に
3
年
ぶ
り
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
前
は
、
笠
間
焼
の
窯
元
「
製
陶
ふ

く
だ
」
に
て
手
び
ね
り
陶
芸
を
体
験
。

先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
焼
き
も

の
用
の
土
を
指
先
で
伸
ば
し
な
が
ら
成

形
し
て
い
き
ま
す
。
平
皿
、
小
物
入
れ
、

マ
グ
カ
ッ
プ
、
花
瓶
な
ど
、
個
性
溢
れ

る
作
品
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
関
東
最
大
規
模
の
「
ア
ク

ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水
族
館
」
へ
。

迫
力
あ
る
「
出
会
い
の
海
の
大
水
槽
」、

幻
想
的
な
「
ク
ラ
ゲ
大
水
槽
」、
ア
ク
ア

ワ
ー
ル
ド
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る

サ
メ
や
マ
ン
ボ
ウ
な
ど
、
見
所
が
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

有村忠頼さんによる宣誓

マッセイ大学アルバニー校にて

ハワイ大学マノア校にて

アクアワールド茨城県大洗水族館にて

ボンド大学にて

柏
駅﹁
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
﹂
に
参
加

　
崎
本
武
志
ゼ
ミ
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

柏
駅
と
共
同
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
展
開

し
て
い
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト

『
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
』
に
参
画
し
て

い
ま
す
。
4
度
目
と
な
る
今
回
は
、
11

月
10
日
（
木
）
か
ら
16
日
（
水
）
ま
で

開
催
さ
れ
、
ゼ
ミ
生
は
ハ
イ
キ
ン
グ
に

参
加
す
る
⼀
般
市
民
の
方
々
の
受
付
を

行
い
ま
し
た
。

　
ゼ
ミ
生
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
立

案
。「
江
戸
末
期
の
歴
史
探
索
と
緑
豊

か
な
自
然
に
触
れ
あ
お
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
柏
駅
か
ら
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
駅

ま
で
を
歩
く
コ
ー
ス
を
駅
職
員
の
方
々

と
共
同
で
企
画
し
ま
し
た
。
築
１
６
５

年
を
誇
る
国
指
定
重
要
文
化
財
の
旧
吉

田
家
住
宅
や
、
色
づ
く
紅
葉
が
美
し
い

大
洞
院
な
ど
、
柏
の
歴
史
盛
り
だ
く
さ

ん
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

﹃
ま
ち
を
き
れ
い
に
志
隊
﹄に
参
加

　
現
代
社
会
学
科
の
佐
藤
秀
樹
講
師
の

専
門
ゼ
ミ
と
現
代
社
会
演
習
II
・
実
習

II
の
授
業
の
中
で
、
学
生
が
キ
ャ
ン
パ

ス
の
あ
る
千
葉
県
流
山
市
の
ク
リ
ー
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
ま
ち
を
き
れ
い
に
志

隊
』
と
し
て
、
昨
年
12
月
に
江
戸
川
大

学
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

清
掃
道
具
や『
ま
ち
を
き
れ
い
に
志
隊
』

の
タ
ス
キ
等
は
市
役
所
か
ら
お
借
り
し

ま
し
た
。

﹃
な
が
れ
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
﹄に
参
加

　
現
代
社
会
学
科
の
学
生
が
、
野
上

玲
子
講
師
が
担
当
し
た
「
現
代
社
会
・

フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
」
の
授
業
で
、
12
月

10
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
「
な
が
れ
や

ま
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
」
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
講
習
会
や
チ
ア
ダ
ン
ス
講

習
会
、
親
子
で
楽
し
め
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー（
8
種
目
）

の
ほ
か
、千
葉
県
主
催
の「
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
タ
と
う
か
つ
」
も
同
時
開
催

さ
れ
、
約
４
５
０
人
の
市
民
が
集
ま
り

ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
流
山
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
直
接
関
わ
り
、
公
共
ス

ポ
ー
ツ
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
貴
重

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

江
戸
川
大
学
イ
メ
ー
ジ
Ｃ
Ｍ
を
制
作

　
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
演
習
・
実
習
Ｌ
「
Ｃ
Ｍ
制
作
」（
担
当
：

小
久
保
利
己
教
授
）
で
は
、
学
生
が
３

チ
ー
ム
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
『
君
の
可

能
性
は
、
無
限
大
』『
心
晴
れ
』『
教
え

て
！
ね
こ
館
長
』
の
３
作
品
の
イ
メ
ー

ジ
Ｃ
Ｍ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
各
作
品

と
も
60
秒
、30
秒
、15
秒
の
３
つ
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
公
式Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ

ル
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム

﹃
シ
ュ
ー
カ
ツ
！
﹄を
制
作

　
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
の
小
久
保
利
己
教
授
の
専
門
ゼ
ミ

で
は
、『
シ
ュ
ー
カ
ツ
！
』
と
題
し
た

作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。
1
、
2
年
次

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
3
年
生
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に

通
い
始
め
る
と
同
時
に
直
面
し
た
就
職

活
動
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
公
式

Y
ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
を
制
作

　
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
森
川
俊
生
教
授
の
専
門
ゼ
ミ
で
は
、

「
詐
欺
取
材
班
」
と
「
花
火
取
材
班
」

の
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
『
暗
影
か
ら
の
さ
さ
や
き
~
多
様
化

す
る
詐
欺
そ
の
背
景
に
潜
む
巧
妙
な

手
口
と
は
~
』『
玉
響
の
煌
め
き
~
そ

の
⼀
瞬
に
想
い
を
込
め
て
~
』
と
題
し

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
を
完
成
さ

せ
、「
東
京
ビ
デ
オ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
２
」
に
出
品
し
ま
し
た
。
公
式

Y
ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

大学北門周辺を清掃する学生たち

キッコーマンアリーナにて

柏駅コンコースで受付を担当するゼミ生たち
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教育研究活動
記
者
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

　
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

神
田
洋
教
授
の
専
門
ゼ
ミ
が
、
8
月
8

日
（
月
）
か
ら
14
日
（
日
）
に
駒
沢
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
硬
式
野
球
場
な
ど
で

開
催
さ
れ
た
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
記
者

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は

「
小
学
生
の
甲
子
園
」
と
も
呼
ば
れ
、

全
国
約
1
万
1
千
チ
ー
ム
が
参
加
。
各

都
道
府
県
代
表
が
日
本
⼀
を
競
う
学
童

野
球
大
会
で
ゼ
ミ
生
が
取
材
し
た
執
筆

記
事
や
撮
影
写
真
は
、
情
報
サ
イ
ト

Ｏ
Ｖ
Ｏ
（
オ
ー
ヴ
ォ
）
に
掲
載
さ
れ
、

Y
A

H
O

O
! JA

PA
N

ニ
ュ
ー
ス
な
ど

多
く
の
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
も
転
載
さ

れ
ま
し
た
。

大
学
生
の
意
識
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

FU
T

U
R

E
 2

0
2

2

に
参
画

　
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
井
上
⼀
郎
教
授
の
専
門
ゼ
ミ
が
、
公

益
社
団
法
人
東
京
広
告
協
会
主
催
の

「
大
学
生
の
意
識
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

FU
T

U
RE 2022

」
に
参
画
し
ま
し
た
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、調
査
の
企
画
・

実
施
・
分
析
な
ど
⼀
連
の
作
業
を
全
て

大
学
生
が
行
う
も
の
で
、
博
報
堂
の
社

員
の
方
々
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
な
が
ら
約
半
年
間
を
か
け
て
作
業

し
、
報
告
書
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
も

の
で
す
。
参
画
し
た
の
は
、
江
戸
川
大

Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ン
ナ
ー
資
格
を
取
得

　
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
学
生
15
名
が
、
公
益
社
団
法
人
日
本

パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
協
会
主

催
の
Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ン
ナ
ー
資
格
認
定
制
度

／
検
定
試
験
（
第
29
回
：
２
０
２
１
年

２-

３
月
~
第
32
回
：
２
０
２
２
年
8

月
実
施
）に
合
格
し
、Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ン
ナ
ー

資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
合
格
者
・
資

格
取
得
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

２
次
合
格
（
准
Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ン
ナ
ー
資

格
）：
渡
辺
健
三
郎

１
次
合
格
（
Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ン
ナ
ー
補
資

格
）：
青
木
風
花
、
倉
住
杏
果
、
小
沼

瑞
穂
、
塩
島
美
優
、
髙
橋
彩
華
、
武
居

楓
、
田
島
寿
真
、
津
田
弥
蔵
、
中
村
渚

咲
、
野
津
め
ぐ
み
、
藤
井
夏
季
、
藤
島

鮎
海
、松
山
朋
代
、水
野
凜
人（
敬
称
略
）

﹁
統
計
検
定
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
発
展

（
Ｄ
Ｓ
発
展
）﹂
に
合
格

　
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部
情
報
文
化
学
科
3
年
の
森
裕
樹
さ
ん

が
「
統
計
検
定
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
発

展
（
Ｄ
Ｓ
発
展
）」
に
合
格
し
ま
し
た
。

　「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

強
化
拠
点
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
事
業

の
⼀
環
と
し
て
無
料
受
験
の
機
会
が
提

供
さ
れ
た
た
め
、
情
報
文
化
学
科
で
は

「
統
計
検
定
Ｄ
Ｓ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
対

策
講
座
を
実
施
。
森
さ
ん
は
こ
の
講
座

に
参
加
し
、
見
事
合
格
し
ま
し
た
。

学
、
青
山
学
院
大
学
、
駒
澤
大
学
、
専

修
大
学
、
千
葉
商
科
大
学
の
各
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
広
告
系
の
ゼ
ミ
に
所
属
す

る
大
学
生
で
す
。

東
京
都
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座

に
参
加

　
情
報
文
化
学
科
で
は
、
２
０
１
７
年

度
か
ら
東
京
都
の
依
頼
を
受
け
て
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
促
進
す
る
た
め
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

と
し
て
、
中
高
生
に
ネ
ッ
ト
利
用
に
関

す
る
助
言
を
行
う
な
ど
活
発
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
東
京
都
よ
り
担
当
者
を
お

迎
え
し
、
学
内
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
実
施
。
参
加
学
生
は
ネ
ッ

ト
に
関
す
る
青
少
年
の
課
題
、
講
座
の

進
め
方
、
活
発
な
議
論
を
促
進
す
る
方

法
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
は
修
了

証
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
活
動
へ
の
意
欲
を
高
め
ま

し
た
。

タ
イ
の
大
学
生
と
国
際
協
働

オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

　
情
報
文
化
学
科
・
水
口
小
百
合
講
師

の
専
門
ゼ
ミ
で
は
、
今
年
度
前
期
に
タ

イ
の
首
都
・
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
国
立

シ
ー
ナ
カ
リ
ン
ウ
ィ
ロ
ー
ト
大
学
日
本

語
学
科
の
パ
ッ
ト
オ
ン
・
ピ
パ
タ
ナ
ク

ル
先
生
率
い
る
3
年
生
の
学
生
た
ち

と
、
国
際
協
働
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
失
わ
れ
な
い
も
の
」

を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
、
5

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
両
大
学
の

学
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
小
テ
ー
マ
を

決
め
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
動
画
を
共

同
制
作
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
、ス
ク
リ
プ
ト
作
成
、

動
画
編
集
に
及
ぶ
全
て
の
工
程
を
、
学

生
た
ち
が
協
働
で
行
い
ま
し
た
。

﹁
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

技
能
士
﹂２
級
と
３
級
に
合
格

　
経
営
社
会
学
科
の
学
生
が
国
家
資
格

で
あ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
技
能
士
資
格
試
験
に
合
格
し
ま

し
た
。合
格
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

2
級
合
格
：
4
年
・
浜
口
竜
、
3
年
・

山
本
碧
空

3
級
合
格
：
4
年
・
小
田
原
駿
、
佐
藤

友
希
人
、
3
年
・
古
谷
優
成
、
森
山
雄

太
、
山
本
碧
空
、
和
田
渓
（
敬
称
略
）

教育活動

講座の様子

井上ゼミ生と井上教授（右）

シーナカリンウィロート大学の学生（前列）と水口ゼミ生と水口講師（後列）

賞状を手にした合格者たち森裕樹さん

第
１０
回
情
報
教
育
研
究
会
の
開
催

情
報
教
育
研
究
所
が
7
月
31
日（
日
）、

第
10
回
情
報
教
育
研
究
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
高
等
学
校
の
管

理
職
・
指
導
主
事
・
教
科
「
情
報
」
担

当
の
先
生
方
に
加
え
、
教
員
を
目
指
す

大
学
生
や
大
学
院
生
等
、
全
国
各
地
か

ら
参
加
者
が
集
ま
り
、
大
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
問
題
解
決
力
を
育
成
す
る

情
報
科
の
授
業
を
ど
う
実
現
す
る
か
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
の
ほ
か
、
第
2

部
と
し
て
、
本
学
情
報
教
育
研
究
所
の

メ
ン
バ
ー
も
編
修
・
執
筆
に
参
加
し
た

『
問
題
解
決
の
た
め
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
入
門
』
の
テ
キ
ス
ト
を
ど
の
よ
う

に
授
業
実
践
で
取
り
扱
っ
て
い
け
ば
よ

い
の
か
、
編
修
・
執
筆
者
に
よ
る
研
究

発
表
と
ゲ
ー
ミ
ン
グ
教
材
体
験
を
通
じ

て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

第
８
回
英
語
教
育
研
究
会
の
開
催

情
報
文
化
学
科
が
8
月
8
日
（
月
）、

「
英
語
学
習
に
お
け
る
自
律
的
な
学
修

環
境
作
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
第
8
回

英
語
教
育
研
究
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
ま
し
た
。
近
県
の
高
校
や
大
学
で

英
語
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
先
生
方
だ

け
で
な
く
、
全
国
か
ら
ご
参
加
い
た
だ

き
、大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
白
鴎
大
学
の
関
戸
冬
彦
教
授

を
招
聘
講
師
に
お
迎
え
し
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
実
施
。
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト
を
用
い
た
英
語
学
習
実
践
や
、

学
生
の
創
造
性
を
刺
激
す
る
読
解
と
創

作
の
授
業
実
践
を
ご
教
授
い
た
だ
き
ま

し
た
。

私
情
協
﹁
第
3
回
情
報
活
用
教
育

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
﹂を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

社
会
で
求
め
ら
れ
る
情
報
活
用
能
力

を
育
成
す
る
た
め
に
、
私
立
大
学
情
報

教
育
協
会
で
は
「
社
会
で
求
め
ら
れ
る

情
報
活
用
能
力
育
成
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
大
学
卒
業
時
に
全
て
の
学
生
が

修
得
し
て
お
く
べ
き
学
士
力
と
し
て
提

案
し
て
い
ま
す
。

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
私

情
協
の
委
託
を
受
け
た
江
戸
川
大
学
情

報
教
育
研
究
所
が
中
心
と
な
っ
て
検
討

し
、「
情
報
活
用
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
の
運
営
も
行
っ
て
い
ま
す
。
11
月

11
日
（
金
）
に
は
「
第
3
回
情
報
交
換

会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
全
国
の

私
立
大
学
教
員
が
参
加
し
、
情
報
関
連

教
員
と
専
門
科
目
担
当
教
員
の
連
携
を

テ
ー
マ
に
実
施
し
、
江
戸
川
大
学
の
Ｆ

Ｄ
の
取
り
組
み
を
基
に
各
大
学
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
情
報
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

研究活動

賞状を手にした合格者たちと杉山教授
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教育研究活動
記
者
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

　
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

神
田
洋
教
授
の
専
門
ゼ
ミ
が
、
8
月
8

日
（
月
）
か
ら
14
日
（
日
）
に
駒
沢
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
硬
式
野
球
場
な
ど
で

開
催
さ
れ
た
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
記
者

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は

「
小
学
生
の
甲
子
園
」
と
も
呼
ば
れ
、

全
国
約
1
万
1
千
チ
ー
ム
が
参
加
。
各

都
道
府
県
代
表
が
日
本
⼀
を
競
う
学
童

野
球
大
会
で
ゼ
ミ
生
が
取
材
し
た
執
筆

記
事
や
撮
影
写
真
は
、
情
報
サ
イ
ト

Ｏ
Ｖ
Ｏ
（
オ
ー
ヴ
ォ
）
に
掲
載
さ
れ
、

Y
A

H
O

O
! JA

PA
N

ニ
ュ
ー
ス
な
ど

多
く
の
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
も
転
載
さ

れ
ま
し
た
。

大
学
生
の
意
識
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

FU
T

U
R

E
 2

0
2

2

に
参
画

　
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
井
上
⼀
郎
教
授
の
専
門
ゼ
ミ
が
、
公

益
社
団
法
人
東
京
広
告
協
会
主
催
の

「
大
学
生
の
意
識
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

FU
T

U
RE 2022

」
に
参
画
し
ま
し
た
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、調
査
の
企
画
・

実
施
・
分
析
な
ど
⼀
連
の
作
業
を
全
て

大
学
生
が
行
う
も
の
で
、
博
報
堂
の
社

員
の
方
々
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
な
が
ら
約
半
年
間
を
か
け
て
作
業

し
、
報
告
書
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
も

の
で
す
。
参
画
し
た
の
は
、
江
戸
川
大

Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ン
ナ
ー
資
格
を
取
得

　
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
学
生
15
名
が
、
公
益
社
団
法
人
日
本

パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
協
会
主

催
の
Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ン
ナ
ー
資
格
認
定
制
度

／
検
定
試
験
（
第
29
回
：
２
０
２
１
年

２-

３
月
~
第
32
回
：
２
０
２
２
年
8

月
実
施
）に
合
格
し
、Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ン
ナ
ー

資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
合
格
者
・
資

格
取
得
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

２
次
合
格
（
准
Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ン
ナ
ー
資

格
）：
渡
辺
健
三
郎

１
次
合
格
（
Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ン
ナ
ー
補
資

格
）：
青
木
風
花
、
倉
住
杏
果
、
小
沼

瑞
穂
、
塩
島
美
優
、
髙
橋
彩
華
、
武
居

楓
、
田
島
寿
真
、
津
田
弥
蔵
、
中
村
渚

咲
、
野
津
め
ぐ
み
、
藤
井
夏
季
、
藤
島

鮎
海
、松
山
朋
代
、水
野
凜
人（
敬
称
略
）

﹁
統
計
検
定
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
発
展

（
Ｄ
Ｓ
発
展
）﹂
に
合
格

　
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部
情
報
文
化
学
科
3
年
の
森
裕
樹
さ
ん

が
「
統
計
検
定
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
発

展
（
Ｄ
Ｓ
発
展
）」
に
合
格
し
ま
し
た
。

　「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

強
化
拠
点
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
事
業

の
⼀
環
と
し
て
無
料
受
験
の
機
会
が
提

供
さ
れ
た
た
め
、
情
報
文
化
学
科
で
は

「
統
計
検
定
Ｄ
Ｓ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
対

策
講
座
を
実
施
。
森
さ
ん
は
こ
の
講
座

に
参
加
し
、
見
事
合
格
し
ま
し
た
。

学
、
青
山
学
院
大
学
、
駒
澤
大
学
、
専

修
大
学
、
千
葉
商
科
大
学
の
各
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
広
告
系
の
ゼ
ミ
に
所
属
す

る
大
学
生
で
す
。

東
京
都
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座

に
参
加

　
情
報
文
化
学
科
で
は
、
２
０
１
７
年

度
か
ら
東
京
都
の
依
頼
を
受
け
て
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
促
進
す
る
た
め
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

と
し
て
、
中
高
生
に
ネ
ッ
ト
利
用
に
関

す
る
助
言
を
行
う
な
ど
活
発
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
東
京
都
よ
り
担
当
者
を
お

迎
え
し
、
学
内
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
実
施
。
参
加
学
生
は
ネ
ッ

ト
に
関
す
る
青
少
年
の
課
題
、
講
座
の

進
め
方
、
活
発
な
議
論
を
促
進
す
る
方

法
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
は
修
了

証
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
活
動
へ
の
意
欲
を
高
め
ま

し
た
。

タ
イ
の
大
学
生
と
国
際
協
働

オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

　
情
報
文
化
学
科
・
水
口
小
百
合
講
師

の
専
門
ゼ
ミ
で
は
、
今
年
度
前
期
に
タ

イ
の
首
都
・
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
国
立

シ
ー
ナ
カ
リ
ン
ウ
ィ
ロ
ー
ト
大
学
日
本

語
学
科
の
パ
ッ
ト
オ
ン
・
ピ
パ
タ
ナ
ク

ル
先
生
率
い
る
3
年
生
の
学
生
た
ち

と
、
国
際
協
働
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
失
わ
れ
な
い
も
の
」

を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
、
5

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
両
大
学
の

学
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
小
テ
ー
マ
を

決
め
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
動
画
を
共

同
制
作
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
、ス
ク
リ
プ
ト
作
成
、

動
画
編
集
に
及
ぶ
全
て
の
工
程
を
、
学

生
た
ち
が
協
働
で
行
い
ま
し
た
。

﹁
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

技
能
士
﹂２
級
と
３
級
に
合
格

　
経
営
社
会
学
科
の
学
生
が
国
家
資
格

で
あ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
技
能
士
資
格
試
験
に
合
格
し
ま

し
た
。合
格
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

2
級
合
格
：
4
年
・
浜
口
竜
、
3
年
・

山
本
碧
空

3
級
合
格
：
4
年
・
小
田
原
駿
、
佐
藤

友
希
人
、
3
年
・
古
谷
優
成
、
森
山
雄

太
、
山
本
碧
空
、
和
田
渓
（
敬
称
略
）

教育活動

講座の様子

井上ゼミ生と井上教授（右）

シーナカリンウィロート大学の学生（前列）と水口ゼミ生と水口講師（後列）

賞状を手にした合格者たち森裕樹さん

第
１０
回
情
報
教
育
研
究
会
の
開
催

情
報
教
育
研
究
所
が
7
月
31
日（
日
）、

第
10
回
情
報
教
育
研
究
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
高
等
学
校
の
管

理
職
・
指
導
主
事
・
教
科
「
情
報
」
担

当
の
先
生
方
に
加
え
、
教
員
を
目
指
す

大
学
生
や
大
学
院
生
等
、
全
国
各
地
か

ら
参
加
者
が
集
ま
り
、
大
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
問
題
解
決
力
を
育
成
す
る

情
報
科
の
授
業
を
ど
う
実
現
す
る
か
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
の
ほ
か
、
第
2

部
と
し
て
、
本
学
情
報
教
育
研
究
所
の

メ
ン
バ
ー
も
編
修
・
執
筆
に
参
加
し
た

『
問
題
解
決
の
た
め
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
入
門
』
の
テ
キ
ス
ト
を
ど
の
よ
う

に
授
業
実
践
で
取
り
扱
っ
て
い
け
ば
よ

い
の
か
、
編
修
・
執
筆
者
に
よ
る
研
究

発
表
と
ゲ
ー
ミ
ン
グ
教
材
体
験
を
通
じ

て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

第
８
回
英
語
教
育
研
究
会
の
開
催

情
報
文
化
学
科
が
8
月
8
日
（
月
）、

「
英
語
学
習
に
お
け
る
自
律
的
な
学
修

環
境
作
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
第
8
回

英
語
教
育
研
究
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
ま
し
た
。
近
県
の
高
校
や
大
学
で

英
語
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
先
生
方
だ

け
で
な
く
、
全
国
か
ら
ご
参
加
い
た
だ

き
、大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
白
鴎
大
学
の
関
戸
冬
彦
教
授

を
招
聘
講
師
に
お
迎
え
し
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
実
施
。
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト
を
用
い
た
英
語
学
習
実
践
や
、

学
生
の
創
造
性
を
刺
激
す
る
読
解
と
創

作
の
授
業
実
践
を
ご
教
授
い
た
だ
き
ま

し
た
。

私
情
協
﹁
第
3
回
情
報
活
用
教
育

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
﹂を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

社
会
で
求
め
ら
れ
る
情
報
活
用
能
力

を
育
成
す
る
た
め
に
、
私
立
大
学
情
報

教
育
協
会
で
は
「
社
会
で
求
め
ら
れ
る

情
報
活
用
能
力
育
成
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
大
学
卒
業
時
に
全
て
の
学
生
が

修
得
し
て
お
く
べ
き
学
士
力
と
し
て
提

案
し
て
い
ま
す
。

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
私

情
協
の
委
託
を
受
け
た
江
戸
川
大
学
情

報
教
育
研
究
所
が
中
心
と
な
っ
て
検
討

し
、「
情
報
活
用
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
の
運
営
も
行
っ
て
い
ま
す
。
11
月

11
日
（
金
）
に
は
「
第
3
回
情
報
交
換

会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
全
国
の

私
立
大
学
教
員
が
参
加
し
、
情
報
関
連

教
員
と
専
門
科
目
担
当
教
員
の
連
携
を

テ
ー
マ
に
実
施
し
、
江
戸
川
大
学
の
Ｆ

Ｄ
の
取
り
組
み
を
基
に
各
大
学
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
情
報
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

研究活動

賞状を手にした合格者たちと杉山教授
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室
城
隆
之
教
授
が

国
際
学
会
の
資
格
を
取
得

人
間
心
理
学
科
の
室
城
隆
之
教
授

が
、
国
際
交
流
分
析
協
会
（IT

A
A

：

International T
ransactional 

A
nalysis A

ssociation

）
に
お
い
て
、
心

理
療
法
分
野
の
教
授
会
員
（T

ST
A

：

T
eaching and Supervising 

T
ransactional A

nalyst

）
の
資
格
を

取
得
し
ま
し
た
。

　
日
本
人
で
の
取
得
者
が
わ
ず
か
5
人

（
心
理
療
法
分
野
で
は
２
人
）
と
い
う

本
資
格
は
、
心
理
療
法
の
１
つ
で
あ
る

交
流
分
析
（T

A

：T
ransactional 

A
nalysis

）の
講
義
を
し
た
り
、ス
ー
パ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
国
際
的

に
認
め
る
も
の
で
す
。

崎
本
武
志
教
授
が
日
本
国
際
観
光
学
会

の
会
長
に
就
任

現
代
社
会
学
科
の
崎
本
武
志
教
授
が

日
本
国
際
観
光
学
会
の
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
日
本
国
際
観
光
学
会
は
、
産

学
共
同
で
国
際
観
光
の
学
術
研
究
を
推

進
し
、
そ
の
基
礎
理
論
や
事
業
手
法
の

確
立
・
普
及
を
図
り
、
国
際
観
光
の
望

ま
し
い
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
目
的
と

し
た
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

﹃
心
理
学
と
睡
眠
:
﹁
睡
眠
研
究
﹂

へ
の
い
ざ
な
い
﹄

江
戸
川
大
学
睡
眠
研
究
所
が
編
集
・

執
筆
し
た
『
心
理
学
と
睡
眠
：
「
睡
眠

研
究
」
への
い
ざ
な
い
』（
金
子
書
房
）
が

12
月
9
日
（
金
）
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
書
は
、
同
研
究
所
の
研
究
者
が
執

筆
・
編
集
し
た
、
心
理
学
の
研
究
者
を

対
象
と
し
た
睡
眠
研
究
に
関
す
る
書
籍

で
す
。
睡
眠
を
認
知
心
理
学
、
臨
床
心

理
学
、
健
康
心
理
学
、
発
達
心
理
学
、

社
会
心
理
学
、
研
究
法
な
ど
の
切
り
口

か
ら
迫
っ
た
睡
眠
研
究
と
そ
の
成
果
を

豊
富
に
解
説
し
て
い
ま
す
。
心
理
学
者

が
研
究
に
睡
眠
を
取
り
入
れ
、
新
し
い

研
究
を
進
め
る
た
め
の⼀冊
で
す
。

﹃
快
眠
研
究
と
製
品
開
発
、
社
会
実
装
﹄

睡
眠
研
究
所
の
福
田
⼀
彦
教
授
、
浅

岡
章
⼀
教
授
、
山
本
隆
⼀
郎
教
授
が
分
担

執
筆
を
し
た
『
快
眠
研
究
と
製
品
開

発
、
社
会
実
装
︱
生
体
計
測
か
ら
睡
眠

教
育
、
ス
リ
ー
プ
テ
ッ
ク
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、

地
域
創
生
ま
で
︱
』（
株
式
会
社
エ
ヌ
・

テ
ィ
ー
・
エ
ス
）
が
6
月
23
日
（
木
）
に

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
書
は
、
睡
眠
研
究
か
ら
生
活
の
質

向
上
の
た
め
の
睡
眠
教
育
、
快
眠
製
品

の
開
発
ま
で
を
体
系
的
に
詳
解
し
た
書

籍
で
す
。

﹃
公
認
心
理
師
国
家
試
験
対
策
全
科
﹄

人
間
心
理
学
科
の
中
村
真
教
授
（
専

門
分
野
：
社
会
心
理
学
）
が
分
担
執

筆
し
た
書
籍
『
公
認
心
理
師
国
家
試
験

対
策
全
科
』（
株
式
会
社
金
芳
堂
）
が

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
書
は
、
公
認
心
理
師
の
育
成
を
含

む
心
理
学
教
育
に
か
か
わ
る
現
役
の
心

理
学
者
が
執
筆
。
公
認
心
理
師
の
全
講

義
科
目
23
科
目
が⼀冊
に
ま
と
ま
って
い
る

国
家
試
験
受
験
者
必
携
の
書
で
す
。
ま

た
、
初
学
者
が
心
理
学
を
学
ぶ
た
め
の

書
と
し
て
も
役
立
つ
内
容
と
な
って
お
り
、

中
村
教
授
はchapter2

「
心
理
学
概
論
」

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

﹃
ロ
ー
イ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
﹄

経
営
社
会
学
科
の
古
城
庸
夫
特
任
教

授
の
著
書
『
ロ
ー
イ
ン
グ・フ
ォ
ー・ピ
ー
ス
』

が
1
月
31
日（
火
）に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

本
書
は
近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
父
と
呼
ば
れ
る

岸
清⼀の
生
涯
を
活
写
し
て
い
ま
す
。前
著

『「
幻
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
夢
に
か

け
た
男
』（
春
風
社
）
で
紹
介
し
き
れ
な

か
っ
た
若
槻
禮
次
郎
と
の
友
情
な
ど
の
逸

話
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

教育研究活動
研究活動

本学教員の著書

社会・地域との連携・交流活動

生涯学習の推進オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
公
開
講
座
再
開

６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
前
期
公

開
講
座
「
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
む
」

と
「
奏
で
る
書
道
」
の
２
講
座
を
開
講

し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
、
２
１
年
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全
講
座
が
中
止
と
な

り
、
３
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
す

ぐ
に
作
品
制
作
に
と
り
か
か
り
、
秋
の

駒
木
祭
に
も
多
数
展
示
し
ま
し
た
。

　
９
月
に
は
、「
仏
像
が
来
た
道
」・「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
深
層
と
展
望
」・「
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
か
ら
人
間
、
日
本
人
を
考
え

る
」
な
ど
８
講
座
を
夏
季
公
開
講
座
と

し
て
開
講
し
、
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

10
月
か
ら
は
後
期
公
開
講
座
と
し

て
、
継
続
の
受
講
生
の
み
を
対
象
と
し

た
「
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
」
と
「
奏
で
る
書

道
」
の
２
講
座
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
書
道
担
当
の
村
竹
恵
子
講
師
は
、「
明

る
く
き
れ
い
な
教
室
に
移
動
し
、
３
年

の
ブ
ラ
ン
ク
を
感
じ
さ
せ
ず
に
仲
間
が

集
い
、
墨
の
香
に
包
ま
れ
て
書
を
書
く

姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」と
、

水
彩
ス
ケ
ッ
チ
担
当
の
村
竹
清
講
師

は
「
講
座
の
皆
さ
ん
の
う
れ
し
そ
う
に

絵
筆
を
運
ぶ
様
子
を
見
て
、
今
後
も
地

域
の
方
々
が
楽
し
く
集
い
・
学
べ
る
場

の
役
割
が
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま
し

た
」
と
講
座
の
再
開
を
喜
び
ま
し
た
。

　
受
講
生
か
ら
も
、「
コ
ロ
ナ
禍
を
超

え
、
新
し
い
教
室
で
ま
た
講
座
に
参
加

す
る
こ
と
が
出
来
、
仲
間
と
顔
を
合
わ

せ
て
学
ぶ
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
再
開

を
歓
迎
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

第
１０
回
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

江
戸
川
大
学
情
報
教
育
研
究
所
が
7

月
29
日
（
金
）、「
第
10
回
サ
イ
エ
ン
ス

セ
ミ
ナ
ー
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

ま
し
た
。
第
1
部
は
「
小
中
高
大
で
の

実
践
事
例
報
告
」、
第
2
部
はº

高
校

生
に
よ
る
研
究
発
表
、
第
3
部
は
「
科

学
的
な
探
究
活
動
~
対
面
だ
け
で
い
い

の
？
　
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
い
い
の
？

~
」
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
か
ら
教
育
研
究
者
や
小
・

中
・
高
校
の
先
生
方
、
科
学
や
教
育
に 書道講座の様子

人
化
傾
向
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
た

内
容
と
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、
共
著
論
文
「O

bserving 
effortful adults enhances not 
perseverative but sustained 
attention in infants aged 

12

m
onths

」
も
9
月
28
日
（
水
）、
同
誌

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
本
論
文
は
、
石

橋
講
師
と
共
同
研
究
者
で
あ
る
東
京
大

学
発
達
保
育
実
践
政
策
学
セ
ン
タ
ー
特

任
助
教
の
新
屋
裕
太
博
士
が
「
他
者
の

粘
り
強
さ
の
観
察
が
乳
児
の
注
意
に
与

え
る
影
響
」
に
つい
て
調
べ
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

佐
藤
秀
樹
講
師
の
活
動
報
告
が

﹃J
E

E
F

﹄
に
掲
載

現
代
社
会
学
科
の
佐
藤
秀
樹
講
師

は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
環
境
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
客
員
上
席
研
究
員
と
し

て
、
２
０
２
０
年
2
月
か
ら
「
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ・
シ
ュン
ド
ル
ボ
ン
に
お
け
る
農
畜

林
水
産
部
門
の
6
次
産
業
化
に
よ
る
零

細
農
村
生
産
者
の
生
計
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
資
金
源
：
外
務
省
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ

連
携
無
償
資
金
協
力
）
を
、
現
地
の
行

政
、
企
業
、
学
校
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
働
で

進
め
て
い
ま
す
。
佐
藤
講
師
の
執
筆
し

た
第
3
年
次
（
事
業
期
間
：
２
０
２
２

年
3
月
~
２
０
２
３
年
3
月)

の
主
な

活
動
完
了
報
告
が
、
公
益
社
団
法
人
日

本
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（JEEF

）
の

W
eb

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

薊
理
津
子
准
教
授
の
論
文
が

﹃
心
理
学
研
究
﹄
に
掲
載

人
間
心
理
学
科
の
薊
理
津
子
准
教
授

に
よ
る
論
文
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
行
動
と
行
動
基
準
と
の
関
連

性
︱
羞
恥
を
媒
介
し
た
検
討
︱
』
が
、

日
本
心
理
学
会
が
発
行
す
る
学
術
誌

『
心
理
学
研
究
』（
93
巻
5
号
）
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
論
文
は
、
第
1
回
目
の
緊
急
事
態

宣
言
下
に
お
け
る
日
本
人
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（CO

V
ID

-19
）
予

防
行
動
と
行
動
基
準
（
公
共
場
面
に
お

い
て
配
慮
す
る
他
者
の
範
囲
の
広
さ
を

意
味
す
る
概
念
）
お
よ
び
羞
恥
と
の
関

係
性
を
検
討
し
ま
し
た
。

石
橋
美
香
子
講
師
ら
の
共
著
論
文
が

﹃C
ognitive D

evelopm
ent

﹄

に
掲
載

人
間
心
理
学
科
の
石
橋
美
香
子

講
師
ら
の
共
著
論
文
「Individual 

differences in children

's 
anthropom

orphic tendencies to 
their special objects

」
が
8
月
1

日
（
月
）、
ヒ
ト
の
発
達
、
学
習
、
記

憶
な
ど
実
証
的
な
心
理
学
研
究
を
扱

う
査
読
付
き
学
術
誌
『Cognitive 

D
evelopm

ent

』（Elsevier

）
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
本
論
文
は
4
~
6
歳

の
子
ど
も
を
対
象
に
、擬
人
化
傾
向
（
無

生
物
の
モ
ノ
へ
の
心
的
状
態
や
知
覚
能
力

の
付
与
）
の
個
人
差
と
、
養
育
者
の
擬
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室
城
隆
之
教
授
が

国
際
学
会
の
資
格
を
取
得

人
間
心
理
学
科
の
室
城
隆
之
教
授

が
、
国
際
交
流
分
析
協
会
（IT

A
A

：

International T
ransactional 

A
nalysis A

ssociation

）
に
お
い
て
、
心

理
療
法
分
野
の
教
授
会
員
（T

ST
A

：

T
eaching and Supervising 

T
ransactional A

nalyst

）
の
資
格
を

取
得
し
ま
し
た
。

　
日
本
人
で
の
取
得
者
が
わ
ず
か
5
人

（
心
理
療
法
分
野
で
は
２
人
）
と
い
う

本
資
格
は
、
心
理
療
法
の
１
つ
で
あ
る

交
流
分
析
（T

A

：T
ransactional 

A
nalysis

）の
講
義
を
し
た
り
、ス
ー
パ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
国
際
的

に
認
め
る
も
の
で
す
。

崎
本
武
志
教
授
が
日
本
国
際
観
光
学
会

の
会
長
に
就
任

現
代
社
会
学
科
の
崎
本
武
志
教
授
が

日
本
国
際
観
光
学
会
の
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
日
本
国
際
観
光
学
会
は
、
産

学
共
同
で
国
際
観
光
の
学
術
研
究
を
推

進
し
、
そ
の
基
礎
理
論
や
事
業
手
法
の

確
立
・
普
及
を
図
り
、
国
際
観
光
の
望

ま
し
い
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
目
的
と

し
た
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

﹃
心
理
学
と
睡
眠
:
﹁
睡
眠
研
究
﹂

へ
の
い
ざ
な
い
﹄

江
戸
川
大
学
睡
眠
研
究
所
が
編
集
・

執
筆
し
た
『
心
理
学
と
睡
眠
：
「
睡
眠

研
究
」
への
い
ざ
な
い
』（
金
子
書
房
）
が

12
月
9
日
（
金
）
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
書
は
、
同
研
究
所
の
研
究
者
が
執

筆
・
編
集
し
た
、
心
理
学
の
研
究
者
を

対
象
と
し
た
睡
眠
研
究
に
関
す
る
書
籍

で
す
。
睡
眠
を
認
知
心
理
学
、
臨
床
心

理
学
、
健
康
心
理
学
、
発
達
心
理
学
、

社
会
心
理
学
、
研
究
法
な
ど
の
切
り
口

か
ら
迫
っ
た
睡
眠
研
究
と
そ
の
成
果
を

豊
富
に
解
説
し
て
い
ま
す
。
心
理
学
者

が
研
究
に
睡
眠
を
取
り
入
れ
、
新
し
い

研
究
を
進
め
る
た
め
の⼀冊
で
す
。

﹃
快
眠
研
究
と
製
品
開
発
、
社
会
実
装
﹄

睡
眠
研
究
所
の
福
田
⼀
彦
教
授
、
浅

岡
章
⼀
教
授
、
山
本
隆
⼀
郎
教
授
が
分
担

執
筆
を
し
た
『
快
眠
研
究
と
製
品
開

発
、
社
会
実
装
︱
生
体
計
測
か
ら
睡
眠

教
育
、
ス
リ
ー
プ
テ
ッ
ク
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、

地
域
創
生
ま
で
︱
』（
株
式
会
社
エ
ヌ
・

テ
ィ
ー
・
エ
ス
）
が
6
月
23
日
（
木
）
に

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
書
は
、
睡
眠
研
究
か
ら
生
活
の
質

向
上
の
た
め
の
睡
眠
教
育
、
快
眠
製
品

の
開
発
ま
で
を
体
系
的
に
詳
解
し
た
書

籍
で
す
。

﹃
公
認
心
理
師
国
家
試
験
対
策
全
科
﹄

人
間
心
理
学
科
の
中
村
真
教
授
（
専

門
分
野
：
社
会
心
理
学
）
が
分
担
執

筆
し
た
書
籍
『
公
認
心
理
師
国
家
試
験

対
策
全
科
』（
株
式
会
社
金
芳
堂
）
が

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
書
は
、
公
認
心
理
師
の
育
成
を
含

む
心
理
学
教
育
に
か
か
わ
る
現
役
の
心

理
学
者
が
執
筆
。
公
認
心
理
師
の
全
講

義
科
目
23
科
目
が⼀冊
に
ま
と
ま
って
い
る

国
家
試
験
受
験
者
必
携
の
書
で
す
。
ま

た
、
初
学
者
が
心
理
学
を
学
ぶ
た
め
の

書
と
し
て
も
役
立
つ
内
容
と
な
って
お
り
、

中
村
教
授
はchapter2

「
心
理
学
概
論
」

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

﹃
ロ
ー
イ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
﹄

経
営
社
会
学
科
の
古
城
庸
夫
特
任
教

授
の
著
書
『
ロ
ー
イ
ン
グ・フ
ォ
ー・ピ
ー
ス
』

が
1
月
31
日（
火
）に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

本
書
は
近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
父
と
呼
ば
れ
る

岸
清⼀の
生
涯
を
活
写
し
て
い
ま
す
。前
著

『「
幻
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
夢
に
か

け
た
男
』（
春
風
社
）
で
紹
介
し
き
れ
な

か
っ
た
若
槻
禮
次
郎
と
の
友
情
な
ど
の
逸

話
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

教育研究活動
研究活動

本学教員の著書

社会・地域との連携・交流活動

生涯学習の推進オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
公
開
講
座
再
開

６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
前
期
公

開
講
座
「
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
む
」

と
「
奏
で
る
書
道
」
の
２
講
座
を
開
講

し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
、
２
１
年
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全
講
座
が
中
止
と
な

り
、
３
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
す

ぐ
に
作
品
制
作
に
と
り
か
か
り
、
秋
の

駒
木
祭
に
も
多
数
展
示
し
ま
し
た
。

　
９
月
に
は
、「
仏
像
が
来
た
道
」・「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
深
層
と
展
望
」・「
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
か
ら
人
間
、
日
本
人
を
考
え

る
」
な
ど
８
講
座
を
夏
季
公
開
講
座
と

し
て
開
講
し
、
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

10
月
か
ら
は
後
期
公
開
講
座
と
し

て
、
継
続
の
受
講
生
の
み
を
対
象
と
し

た
「
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
」
と
「
奏
で
る
書

道
」
の
２
講
座
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
書
道
担
当
の
村
竹
恵
子
講
師
は
、「
明

る
く
き
れ
い
な
教
室
に
移
動
し
、
３
年

の
ブ
ラ
ン
ク
を
感
じ
さ
せ
ず
に
仲
間
が

集
い
、
墨
の
香
に
包
ま
れ
て
書
を
書
く

姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」と
、

水
彩
ス
ケ
ッ
チ
担
当
の
村
竹
清
講
師

は
「
講
座
の
皆
さ
ん
の
う
れ
し
そ
う
に

絵
筆
を
運
ぶ
様
子
を
見
て
、
今
後
も
地

域
の
方
々
が
楽
し
く
集
い
・
学
べ
る
場

の
役
割
が
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま
し

た
」
と
講
座
の
再
開
を
喜
び
ま
し
た
。

　
受
講
生
か
ら
も
、「
コ
ロ
ナ
禍
を
超

え
、
新
し
い
教
室
で
ま
た
講
座
に
参
加

す
る
こ
と
が
出
来
、
仲
間
と
顔
を
合
わ

せ
て
学
ぶ
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
再
開

を
歓
迎
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

第
１０
回
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

江
戸
川
大
学
情
報
教
育
研
究
所
が
7

月
29
日
（
金
）、「
第
10
回
サ
イ
エ
ン
ス

セ
ミ
ナ
ー
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

ま
し
た
。
第
1
部
は
「
小
中
高
大
で
の

実
践
事
例
報
告
」、
第
2
部
はº

高
校

生
に
よ
る
研
究
発
表
、
第
3
部
は
「
科

学
的
な
探
究
活
動
~
対
面
だ
け
で
い
い

の
？
　
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
い
い
の
？

~
」
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
か
ら
教
育
研
究
者
や
小
・

中
・
高
校
の
先
生
方
、
科
学
や
教
育
に 書道講座の様子

人
化
傾
向
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
た

内
容
と
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、
共
著
論
文
「O

bserving 
effortful adults enhances not 
perseverative but sustained 
attention in infants aged 

12

m
onths

」
も
9
月
28
日
（
水
）、
同
誌

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
本
論
文
は
、
石

橋
講
師
と
共
同
研
究
者
で
あ
る
東
京
大

学
発
達
保
育
実
践
政
策
学
セ
ン
タ
ー
特

任
助
教
の
新
屋
裕
太
博
士
が
「
他
者
の

粘
り
強
さ
の
観
察
が
乳
児
の
注
意
に
与

え
る
影
響
」
に
つい
て
調
べ
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

佐
藤
秀
樹
講
師
の
活
動
報
告
が

﹃J
E

E
F

﹄
に
掲
載

現
代
社
会
学
科
の
佐
藤
秀
樹
講
師

は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
環
境
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
客
員
上
席
研
究
員
と
し

て
、
２
０
２
０
年
2
月
か
ら
「
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ・
シ
ュン
ド
ル
ボ
ン
に
お
け
る
農
畜

林
水
産
部
門
の
6
次
産
業
化
に
よ
る
零

細
農
村
生
産
者
の
生
計
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
資
金
源
：
外
務
省
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ

連
携
無
償
資
金
協
力
）
を
、
現
地
の
行

政
、
企
業
、
学
校
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
働
で

進
め
て
い
ま
す
。
佐
藤
講
師
の
執
筆
し

た
第
3
年
次
（
事
業
期
間
：
２
０
２
２

年
3
月
~
２
０
２
３
年
3
月)

の
主
な

活
動
完
了
報
告
が
、
公
益
社
団
法
人
日

本
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（JEEF

）
の

W
eb

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

薊
理
津
子
准
教
授
の
論
文
が

﹃
心
理
学
研
究
﹄
に
掲
載

人
間
心
理
学
科
の
薊
理
津
子
准
教
授

に
よ
る
論
文
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
行
動
と
行
動
基
準
と
の
関
連

性
︱
羞
恥
を
媒
介
し
た
検
討
︱
』
が
、

日
本
心
理
学
会
が
発
行
す
る
学
術
誌

『
心
理
学
研
究
』（
93
巻
5
号
）
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
論
文
は
、
第
1
回
目
の
緊
急
事
態

宣
言
下
に
お
け
る
日
本
人
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
予

防
行
動
と
行
動
基
準
（
公
共
場
面
に
お

い
て
配
慮
す
る
他
者
の
範
囲
の
広
さ
を

意
味
す
る
概
念
）
お
よ
び
羞
恥
と
の
関

係
性
を
検
討
し
ま
し
た
。

石
橋
美
香
子
講
師
ら
の
共
著
論
文
が

﹃C
ognitive D

evelopm
ent

﹄

に
掲
載

人
間
心
理
学
科
の
石
橋
美
香
子

講
師
ら
の
共
著
論
文
「Individual 

differences in children

's 
anthropom

orphic tendencies to 
their special objects

」
が
8
月
1

日
（
月
）、
ヒ
ト
の
発
達
、
学
習
、
記

憶
な
ど
実
証
的
な
心
理
学
研
究
を
扱

う
査
読
付
き
学
術
誌
『Cognitive 

D
evelopm

ent

』（Elsevier

）
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
本
論
文
は
4
~
6
歳

の
子
ど
も
を
対
象
に
、擬
人
化
傾
向
（
無

生
物
の
モ
ノ
へ
の
心
的
状
態
や
知
覚
能
力

の
付
与
）
の
個
人
差
と
、
養
育
者
の
擬
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関
心
が
あ
る
大
学
生
・
高
校
生
の
参
加
が

あ
り
、大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

第
１１
回
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究

所
が
学
園
祭
初
日
の
11
月
2
日
（
水
）、

第
11
回
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、
人
形
劇
団
タ
ッ

プ
に
よ
る
公
演
「
お
お
き
な
か
ぶ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
約
１
４
０
名
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
、
保
育
者
の
方
々

が
来
場
し
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
ボ
ー

ド
ビ
ル
、
人
形
劇
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
会
場

の
設
営
か
ら
来
場
者
の
案
内
等
の
運
営

に
携
わ
っ
た
ほ
か
、
公
演
で
は
同
学
科

の
猶
原
和
子
特
任
教
授
と
学
生
が
合
奏

し
た
曲
を
使
用
し
ま
し
た
。

流
山
市
委
託
事
業

﹁
子
育
て
支
援
員
研
修
﹂

江
戸
川
大
学
で
は
２
０
１
６
年
度
か

ら
、流
山
市
よ
り
委
託
さ
れ
た
事
業「
子

育
て
支
援
員
研
修
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

究
所
を
中
心
に
流
山
市
と
連
携
し
て
、

国
の
実
施
要
綱
に
基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
流
山
市
民
及
び
市
内
在
勤
・
在

学
の
方
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
は
、
地
域
型
保
育
コ
ー

ス
27
名
、
地
域
子
育
て
支
援
コ
ー
ス
9

名
、
⼀
時
預
か
り
事
業
コ
ー
ス
11
名
の

計
47
名
が
参
加
。
前
期
は
7
月
か
ら
10

月
ま
で
基
本
研
修
と
専
門
研
修
が
行
わ

れ
、
後
期
は
8
月
か
ら
10
月
に
各
コ
ー

ス
別
に
専
門
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

主
催
基
礎
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究

所
が
、
流
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
主
催
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
登
録
会
員
必
須

の
基
礎
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
師
を
担

当
し
ま
し
た
。
9
月
5
日
（
月
）
に
流

山
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

研
修
「
児
童
虐
待
と
社
会
的
養
護
」
は

我
謝
美
左
子
准
教
授
が
担
当
し
、
12
日

（
月
）
に
行
わ
れ
た
研
修
「
保
育
の
心
、

子
ど
も
の
世
話
」
は
浅
川
陽
子
特
任
教

授
と
大
塚
紫
乃
准
教
授
、「
心
の
発
達
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
預
か
り
に
つ

い
て
」
は
村
上
涼
准
教
授
（
同
所
長
）

が
担
当
し
ま
し
た
。

﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
﹂
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を

実
施情

報
教
育
研
究
所
の
山
口
敏
和
准
教

授
と
小
原
裕
二
講
師
は
、
地
方
自
治
体

の
小
・
中
学
校
教
員
を
対
象
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
修
を
７

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
６
回
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
教
員
か
ら
は
「
Ｐ
Ｃ
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
授
業
に
活
用
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
や
コ
ツ
が
わ
か
っ
た
」「
自

分
な
り
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
授
業
改

善
を
し
て
み
た
い
」
な
ど
、
感
謝
の
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

情
報
モ
ラ
ル
教
員
研
修
を
全
国
で
実
施

情
報
文
化
学
科
の
玉
田
和
恵
教
授

が
、
全
国
各
地
の
教
育
委
員
会
か
ら
依

頼
を
受
け
、
小
・
中
学
校
教
員
を
対
象

に「
情
報
モ
ラ
ル
問
題
解
決
力
の
育
成
」

を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、
全

国
の
児
童
生
徒
⼀
人
ひ
と
り
に
Ｐ
Ｃ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
が
完
了
し
た
た

め
、
学
校
現
場
で
は
デ
ジ
タ
ル
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
の
「
情
報
モ
ラ
ル

問
題
解
決
力
の
育
成
」
が
最
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。２
０
２
２
年
度
は
、

対
面
形
式
で
は
計
8
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
は
計
2
回
を
実
施
し
ま
し
た
。

R
EPO

R
T

研究
レポート

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
助
成
研
究

『
課
題
設
定
に
よ
る
先
導
的
人
文
学
・
社
会
科
学
研
究
推
進
事
業
』（
実
社
会
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

「
工
学
・
脳
科
学
を
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
た
社
会
的
基
盤
概
念
と
価
値
の
創
生
」

（
２
０
１
８
年
10
月
１
日
か
ら
２
０
２
２
年
３
月
31
日
ま
で
）

　本
研
究
は
�
人
が
自
律
ロ
ボ
�
ト
を
使
用

し
て
い
る
と
き
の
主
体
の
状
態
に
注
目
し
�

実
際
に
実
験
を
し
て
主
体
の
状
態
を
観
察
�

考
察
す
る
こ
と
で
�
こ
れ
ま
で
常
識
的
に
理

解
さ
れ
て
き
た
近
代
の
主
体
概
念
を
越
え
た

新
た
な
主
体
概
念
を
形
成
し
�
様
々
な
社
会

問
題
の
解
決
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
�

　本
研
究
は
�
脳
科
学
�
工
学
�
法
学
�
哲

学
の
４
つ
の
グ
ル
�
プ
か
ら
成
り
ま
す
�

　私
の
所
属
す
る
哲
学
グ
ル
�
プ
は
�
脳
科

学
や
工
学
グ
ル
�
プ
の
自
律
ロ
ボ
�
ト
を

使
�
た
実
験
や
考
察
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
�

自
律
ロ
ボ
�
ト
を
使
用
し
た
際
の
人
間
の
主

体
的
状
態
つ
い
て
の
考
察
を
踏
ま
え
�
そ
れ

が
常
識
的
な
近
代
の
主
体
概
念
と
ど
の
よ
う

に
異
な
る
の
か
を
検
証
し
�
合
わ
せ
て
�
現

在
の
社
会
が
構
成
員
の
最
小
単
位
と
し
て
前

提
と
し
て
い
る
﹁
主
体
﹂
概
念
を
理
論
的
�

文
化
的
�
歴
史
的
側
面
か
ら
再
検
討
し
�
こ

の
主
体
概
念
を
修
正
す
る
こ
と
を
試
み
ま
し

た
�　﹁

日
本
思
想
﹂を
専
門
と
す
る
私
は
�ま
ず
�

日
本
人
が
歴
史
的
文
化
的
に
継
承
し
て
き
た

主
体
に
近
い
概
念
に
注
目
し
�
そ
れ
を
個
人

的
側
面
︵
武
士
道
の
﹁
卓
爾
と
し
た
独
立
﹂

↓
福
沢
諭
吉
の
﹁
独
立
﹂︶�共
同
的
側
面
︵
和

辻
哲
郎
の
﹁
間
柄
﹂
と
主
体
論
︶�
超
越
的

側
面
︵
仏
教
の
空
・
縁
起
・
慈
悲
と
親
鸞
の

超
越
的
主
体
論
︶
の
3
者
に
腑
分
け
し
�
そ

れ
ぞ
れ
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
�

　次
に
�
日
本
人
に
お
け
る
責
任
の
主
体
の

個
人
的
・
連
続
的
な
側
面
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
�
日
本
人
の
霊
魂
観
を
通
史
的
に
検

討
す
る
こ
と
で
�
日
本
人
は
仏
教
の
業
報
思

想
の
影
響
の
も
と
�
生
前
死
後
を
貫
く
霊
魂

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
観
念
し
�そ
れ
が
�

近
世
に
脱
仏
教
化
し
た
平
田
篤
胤
の
霊
魂
観

や
柳
田
国
男
の
霊
魂
観
�
さ
ら
に
は
現
代
人

の
常
識
ま
で
連
続
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
�

　他
方
�
同
じ
仏
教
か
ら
の
縁
起
説
の
影
響

の
下
�
日
本
人
は
責
任
の
主
体
を
共
同
的
・

非
独
立
的
な
側
面
を
合
わ
せ
持
つ
も
の
と
捉

え
て
お
り
�
主
体
の
個
人
的
側
面
と
共
同
的

側
面
と
は
絶
え
ざ
る
緊
張
関
係
に
あ
り
ま
し

た
�
こ
の
よ
う
な
�
主
体
の
両
義
的
側
面
に

つ
い
て
は
�
親
鸞
が
主
著
﹃
教
行
信
証
﹄
で

取
り
上
げ
た
﹃
涅
槃
経
﹄
の
阿
闍
世
救
済
の

物
語
と
三
願
転
入
説
の
な
か
に
�
す
で
に
両

者
の
葛
藤
と
一
つ
の
解
決
案
が
提
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
�

博士（文学）
基礎・教養教育センター

岡田大助  准教授

人形劇団タップの皆さんと学生・先生方

こどもコミュニケーション研究所の教員が講師を務める

流山市生涯学習センターにて

千葉県総合教育センターにて
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関
心
が
あ
る
大
学
生
・
高
校
生
の
参
加
が

あ
り
、大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

第
１１
回
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究

所
が
学
園
祭
初
日
の
11
月
2
日
（
水
）、

第
11
回
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、
人
形
劇
団
タ
ッ

プ
に
よ
る
公
演
「
お
お
き
な
か
ぶ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
約
１
４
０
名
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
、
保
育
者
の
方
々

が
来
場
し
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
ボ
ー

ド
ビ
ル
、
人
形
劇
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
会
場

の
設
営
か
ら
来
場
者
の
案
内
等
の
運
営

に
携
わ
っ
た
ほ
か
、
公
演
で
は
同
学
科

の
猶
原
和
子
特
任
教
授
と
学
生
が
合
奏

し
た
曲
を
使
用
し
ま
し
た
。

流
山
市
委
託
事
業

﹁
子
育
て
支
援
員
研
修
﹂

江
戸
川
大
学
で
は
２
０
１
６
年
度
か

ら
、流
山
市
よ
り
委
託
さ
れ
た
事
業「
子

育
て
支
援
員
研
修
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

究
所
を
中
心
に
流
山
市
と
連
携
し
て
、

国
の
実
施
要
綱
に
基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
流
山
市
民
及
び
市
内
在
勤
・
在

学
の
方
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
は
、
地
域
型
保
育
コ
ー

ス
27
名
、
地
域
子
育
て
支
援
コ
ー
ス
9

名
、
⼀
時
預
か
り
事
業
コ
ー
ス
11
名
の

計
47
名
が
参
加
。
前
期
は
7
月
か
ら
10

月
ま
で
基
本
研
修
と
専
門
研
修
が
行
わ

れ
、
後
期
は
8
月
か
ら
10
月
に
各
コ
ー

ス
別
に
専
門
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

主
催
基
礎
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究

所
が
、
流
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
主
催
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
登
録
会
員
必
須

の
基
礎
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
師
を
担

当
し
ま
し
た
。
9
月
5
日
（
月
）
に
流

山
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

研
修
「
児
童
虐
待
と
社
会
的
養
護
」
は

我
謝
美
左
子
准
教
授
が
担
当
し
、
12
日

（
月
）
に
行
わ
れ
た
研
修
「
保
育
の
心
、

子
ど
も
の
世
話
」
は
浅
川
陽
子
特
任
教

授
と
大
塚
紫
乃
准
教
授
、「
心
の
発
達
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
預
か
り
に
つ

い
て
」
は
村
上
涼
准
教
授
（
同
所
長
）

が
担
当
し
ま
し
た
。

﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
﹂
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を

実
施情

報
教
育
研
究
所
の
山
口
敏
和
准
教

授
と
小
原
裕
二
講
師
は
、
地
方
自
治
体

の
小
・
中
学
校
教
員
を
対
象
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
修
を
７

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
６
回
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
教
員
か
ら
は
「
Ｐ
Ｃ
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
授
業
に
活
用
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
や
コ
ツ
が
わ
か
っ
た
」「
自

分
な
り
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
授
業
改

善
を
し
て
み
た
い
」
な
ど
、
感
謝
の
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

情
報
モ
ラ
ル
教
員
研
修
を
全
国
で
実
施

情
報
文
化
学
科
の
玉
田
和
恵
教
授

が
、
全
国
各
地
の
教
育
委
員
会
か
ら
依

頼
を
受
け
、
小
・
中
学
校
教
員
を
対
象

に「
情
報
モ
ラ
ル
問
題
解
決
力
の
育
成
」

を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、
全

国
の
児
童
生
徒
⼀
人
ひ
と
り
に
Ｐ
Ｃ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
が
完
了
し
た
た

め
、
学
校
現
場
で
は
デ
ジ
タ
ル
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
の
「
情
報
モ
ラ
ル

問
題
解
決
力
の
育
成
」
が
最
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。２
０
２
２
年
度
は
、

対
面
形
式
で
は
計
8
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
は
計
2
回
を
実
施
し
ま
し
た
。

R
EPO

R
T

研究
レポート

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
助
成
研
究

『
課
題
設
定
に
よ
る
先
導
的
人
文
学
・
社
会
科
学
研
究
推
進
事
業
』（
実
社
会
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

「
工
学
・
脳
科
学
を
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
た
社
会
的
基
盤
概
念
と
価
値
の
創
生
」

（
２
０
１
８
年
10
月
１
日
か
ら
２
０
２
２
年
３
月
31
日
ま
で
）

　本
研
究
は
�
人
が
自
律
ロ
ボ
�
ト
を
使
用

し
て
い
る
と
き
の
主
体
の
状
態
に
注
目
し
�

実
際
に
実
験
を
し
て
主
体
の
状
態
を
観
察
�

考
察
す
る
こ
と
で
�
こ
れ
ま
で
常
識
的
に
理

解
さ
れ
て
き
た
近
代
の
主
体
概
念
を
越
え
た

新
た
な
主
体
概
念
を
形
成
し
�
様
々
な
社
会

問
題
の
解
決
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
�

　本
研
究
は
�
脳
科
学
�
工
学
�
法
学
�
哲

学
の
４
つ
の
グ
ル
�
プ
か
ら
成
り
ま
す
�

　私
の
所
属
す
る
哲
学
グ
ル
�
プ
は
�
脳
科

学
や
工
学
グ
ル
�
プ
の
自
律
ロ
ボ
�
ト
を

使
�
た
実
験
や
考
察
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
�

自
律
ロ
ボ
�
ト
を
使
用
し
た
際
の
人
間
の
主

体
的
状
態
つ
い
て
の
考
察
を
踏
ま
え
�
そ
れ

が
常
識
的
な
近
代
の
主
体
概
念
と
ど
の
よ
う

に
異
な
る
の
か
を
検
証
し
�
合
わ
せ
て
�
現

在
の
社
会
が
構
成
員
の
最
小
単
位
と
し
て
前

提
と
し
て
い
る
﹁
主
体
﹂
概
念
を
理
論
的
�

文
化
的
�
歴
史
的
側
面
か
ら
再
検
討
し
�
こ

の
主
体
概
念
を
修
正
す
る
こ
と
を
試
み
ま
し

た
�　﹁

日
本
思
想
﹂を
専
門
と
す
る
私
は
�ま
ず
�

日
本
人
が
歴
史
的
文
化
的
に
継
承
し
て
き
た

主
体
に
近
い
概
念
に
注
目
し
�
そ
れ
を
個
人

的
側
面
︵
武
士
道
の
﹁
卓
爾
と
し
た
独
立
﹂

↓
福
沢
諭
吉
の
﹁
独
立
﹂︶�共
同
的
側
面
︵
和

辻
哲
郎
の
﹁
間
柄
﹂
と
主
体
論
︶�
超
越
的

側
面
︵
仏
教
の
空
・
縁
起
・
慈
悲
と
親
鸞
の

超
越
的
主
体
論
︶
の
3
者
に
腑
分
け
し
�
そ

れ
ぞ
れ
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
�

　次
に
�
日
本
人
に
お
け
る
責
任
の
主
体
の

個
人
的
・
連
続
的
な
側
面
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
�
日
本
人
の
霊
魂
観
を
通
史
的
に
検

討
す
る
こ
と
で
�
日
本
人
は
仏
教
の
業
報
思

想
の
影
響
の
も
と
�
生
前
死
後
を
貫
く
霊
魂

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
観
念
し
�そ
れ
が
�

近
世
に
脱
仏
教
化
し
た
平
田
篤
胤
の
霊
魂
観

や
柳
田
国
男
の
霊
魂
観
�
さ
ら
に
は
現
代
人

の
常
識
ま
で
連
続
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
�

　他
方
�
同
じ
仏
教
か
ら
の
縁
起
説
の
影
響

の
下
�
日
本
人
は
責
任
の
主
体
を
共
同
的
・

非
独
立
的
な
側
面
を
合
わ
せ
持
つ
も
の
と
捉

え
て
お
り
�
主
体
の
個
人
的
側
面
と
共
同
的

側
面
と
は
絶
え
ざ
る
緊
張
関
係
に
あ
り
ま
し

た
�
こ
の
よ
う
な
�
主
体
の
両
義
的
側
面
に

つ
い
て
は
�
親
鸞
が
主
著
﹃
教
行
信
証
﹄
で

取
り
上
げ
た
﹃
涅
槃
経
﹄
の
阿
闍
世
救
済
の

物
語
と
三
願
転
入
説
の
な
か
に
�
す
で
に
両

者
の
葛
藤
と
一
つ
の
解
決
案
が
提
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
�

博士（文学）
基礎・教養教育センター

岡田大助  准教授

人形劇団タップの皆さんと学生・先生方

こどもコミュニケーション研究所の教員が講師を務める

流山市生涯学習センターにて

千葉県総合教育センターにて



ネクステージ・オーディション
「NEXTAGE ARTIST Audition feat. Girl Vocal」

「突発的犯行」デビュープログラム

本学主催コンクール

　ネクステージ・オーディションは、経営社会学科の音楽ビジネスコースの学
生が主体となり、高校生を対象に行う軽音楽コンテストです。第 3 回までは関
東圏の女子高校生を対象に「ガールズバンド＆ソロオーディション（エドアワ・
オーディション）」と銘打っていましたが、第 4 回から対象を全国・男女（ボー
カルは女性）に広げ、「NEXTAGE ARTIST Audition feat. Girl Vocal（ネクステー
ジ・オーディション）」と名称を変更しました。
　「次世代を担い、世界に通用する可能性を持った高校生アーティスト」を選ぶ
べくプロが審査を行い、グランプリ受賞者には「NEXTAGE ARTIST」の称号
が授与されます。また、希望する場合には音楽ビジネスの専門ゼミの 3 年次生
による「デビュープログラム」のサポートを受けることができます。
　今年度はバンド部門 20 組、ソロ部門 1 組の応募があり、応募された映像と書
類をもとに第 1 次審査が行われ、10 組が第 2 次審査に進出しました。第 2 次審
査は 10 月 2 日（日）と 3 日（月）にエドスタ（Edogawa Live studio）でライ
ブ審査が行われ、バンド部門から 5 組が決勝審査に進むことになりました。決
勝審査の詳細は 3 ページをご覧ください。

　「突発的犯行」は 2021 ネクステージ・オーディションで見事グランプリを受賞し、
デビュープログラムに参加。リーダーの笹和田美玲さんが作詞・作曲した楽曲の
レコーディングを 8 月 19 日（金）にエドスタで行いました。レコーディングに際
しては、音楽プロデューサーの割田康彦氏が楽曲制作をサポートしたほか、ヤマ
ハミュージックジャパンが楽器＆機材のサポートをしました。学生らは機材の搬
入からセッティング、アーティスト写真やミュージックビデオの撮影を行い、制作、
宣伝をサポートしました。また、江戸川ガールズアワードでのデビューライブ実
施や、デビュー曲「無垢になるまで」のデジタルリリースをサポートしました。

（左から）神田洋教授、吉井瑞樹さん、小島大翔さん、星野愛奈さん、吉田妃麻里さん

エドスタで行われた第 2次審査

控室となった映像ホールでは他のバンドのラ
イブ審査の様子を見ることができる

学生が制作したアーティスト写真 学生が制作したジャケット写真

江戸川大学簿記コンクール（経営社会学科主催）の中止

　簿記コンクールは、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、2020 年度から 2022 年度まで開催中止となりました。

栄典・表彰
外部表彰

学生記者クラブが「2022 CHIBA UNIVERSITYPRESS」で特別賞受賞
　学生記者クラブが、千葉日報社主催「2022 CHIBA UNIVERSITY 
PRESS（CUP）」で特別賞を受賞しました。CUP は千葉県内の大学
生が千葉日報社の学生記者として取材・紙面レイアウトなど新聞作
りを体験する企画です。閉講式が 12 月 14 日（水）に行われ、優秀
賞や特別賞などの発表がありました。
　江戸川大学の学生記者は、全国でも屈指の人口増加数・増加率が
続く流山市に着目し、待機児童対策を実行する市の担当課を取材し
たほか、市内の保育施設を取材し、『少子化社会 選ばれる自治体 子
育て支援で存在感』をテーマに記事をまとめました。
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研究
レポート

産
学
共
同
研
究

「
電
動
ベッ
ド
の
動
作
に
よ
る
体
性
刺
激
が
睡
眠
に
及
ぼ
す
影
響
」に

  
関
す
る
研
究

　江
戸
川
大
学
睡
眠
研
究
所
は
�
パ
ラ
マ
ウ

ン
ト
ベ
�
ド
睡
眠
研
究
所
と
共
同
研
究
を

行
�
て
い
ま
す
�
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
�
ド
社

の
電
動
ベ
�
ド
の
背
上
げ
機
能
を
用
い
て
�

睡
眠
中
に
体
性
感
覚
刺
激
を
提
示
し
て
�
そ

れ
が
�
入
眠
期
に
お
こ
る
心
像
体
験
︵
比
較

的
単
純
な
視
覚
心
像
や
聴
覚
心
像
が
入
眠
期

に
生
じ
ま
す
︶
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
か
に
つ
い
て
�
日
中
の
仮
眠
を
対
象
に
し

て
行
い
ま
し
た
�

　睡
眠
開
始
か
ら
20
分
経
過
し
た
と
こ
ろ

で
�
約
3
秒
を
か
け
て
電
動
ベ
�
ド
の
上
半

分
を
約
10
度
の
角
度
ま
で
起
こ
し
�
そ
の
後

実
験
参
加
者
を
覚
醒
さ
せ
ま
し
た
�
そ
の
結

果
�
背
上
げ
を
行
わ
な
か
�
た
条
件
と
比
較

し
て
背
上
げ
を
行
�
た
条
件
で
は
�
入
眠
時

心
像
な
ど
の
心
理
的
体
験
は
少
な
く
な
り
�

ま
た
�
覚
醒
後
の
眠
気
も
軽
減
さ
れ
て
い
ま

し
た
�
さ
ら
に
�
背
上
げ
に
よ
�
て
覚
醒
し

て
し
ま
�
た
場
合
を
除
い
て
も
�
入
眠
時
心

像
の
記
憶
は
減
少
し
て
い
た
た
め
�
入
眠
時

心
像
の
減
少
は
�
背
上
げ
に
よ
�
て
一
部
の

実
験
対
象
者
を
覚
醒
さ
せ
て
し
ま
�
た
た
め

だ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
�
こ
れ

ら
の
結
果
か
ら
�
睡
眠
中
に
比
較
的
マ
イ
ル

ド
な
体
性
感
覚
刺
激
を
与
え
る
こ
と
に
よ
�

て
�
実
験
参
加
者
を
ス
ム
�
ズ
に
覚
醒
状
態

へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
�
ま
た
�
入
眠
時
心
像
等
の
心
理
的
体

験
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
示

さ
れ
ま
し
た
�
特
に
後
者
の
結
果
は
�今
後
�

悪
夢
の
消
去
等
に
つ
い
て
の
技
術
開
発
に
お

い
て
も
重
要
な
示
唆
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
�

　こ
の
実
験
に
続
い
て
�
夜
間
睡
眠
を
対
象

と
し
て
夢
を
見
て
い
る
睡
眠
段
階
で
あ
る
レ

ム
睡
眠
期
に
背
上
げ
を
行
い
�
そ
の
効
果
を

見
る
と
い
う
実
験
を
続
け
て
行
い
ま
し
た

が
�
ち
�
う
どC

ovid-19

の
流
行
と
重
な
�

て
し
ま
い
�
デ
�
タ
の
収
集
が
中
々
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
�
現
在
�
や
�
と
レ
ム
睡
眠
期

の
デ
�
タ
の
分
析
を
行
�
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
�
ま
た
�
こ
れ
ら
の
実
験
的
研
究
と
並
行

し
て
�
夢
に
関
す
る
調
査
研
究
も
行
�
て
い

ま
す
�
日
中
の
仮
眠
を
対
象
と
し
た
入
眠
時

心
像
へ
の
背
上
げ
の
影
響
を
見
た
実
験
の
結

果

は
�C

onsciousness and C
ognition

と
い
う
国
際
誌
に
投
稿
し
て
受
理
さ
れ
て
い

ま
す
�
こ
の
論
文
は
以
下
の
リ
ン
ク
か
ら
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
�

リ
ン
ク
先U

R
L

h
ttp
s:/
/
w
w
w
.sc
ien
ced
irect.com

/
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ネクステージ・オーディション
「NEXTAGE ARTIST Audition feat. Girl Vocal」

「突発的犯行」デビュープログラム

本学主催コンクール

　ネクステージ・オーディションは、経営社会学科の音楽ビジネスコースの学
生が主体となり、高校生を対象に行う軽音楽コンテストです。第 3 回までは関
東圏の女子高校生を対象に「ガールズバンド＆ソロオーディション（エドアワ・
オーディション）」と銘打っていましたが、第 4 回から対象を全国・男女（ボー
カルは女性）に広げ、「NEXTAGE ARTIST Audition feat. Girl Vocal（ネクステー
ジ・オーディション）」と名称を変更しました。
　「次世代を担い、世界に通用する可能性を持った高校生アーティスト」を選ぶ
べくプロが審査を行い、グランプリ受賞者には「NEXTAGE ARTIST」の称号
が授与されます。また、希望する場合には音楽ビジネスの専門ゼミの 3 年次生
による「デビュープログラム」のサポートを受けることができます。
　今年度はバンド部門 20 組、ソロ部門 1 組の応募があり、応募された映像と書
類をもとに第 1 次審査が行われ、10 組が第 2 次審査に進出しました。第 2 次審
査は 10 月 2 日（日）と 3 日（月）にエドスタ（Edogawa Live studio）でライ
ブ審査が行われ、バンド部門から 5 組が決勝審査に進むことになりました。決
勝審査の詳細は 3 ページをご覧ください。

　「突発的犯行」は 2021 ネクステージ・オーディションで見事グランプリを受賞し、
デビュープログラムに参加。リーダーの笹和田美玲さんが作詞・作曲した楽曲の
レコーディングを 8 月 19 日（金）にエドスタで行いました。レコーディングに際
しては、音楽プロデューサーの割田康彦氏が楽曲制作をサポートしたほか、ヤマ
ハミュージックジャパンが楽器＆機材のサポートをしました。学生らは機材の搬
入からセッティング、アーティスト写真やミュージックビデオの撮影を行い、制作、
宣伝をサポートしました。また、江戸川ガールズアワードでのデビューライブ実
施や、デビュー曲「無垢になるまで」のデジタルリリースをサポートしました。

（左から）神田洋教授、吉井瑞樹さん、小島大翔さん、星野愛奈さん、吉田妃麻里さん

エドスタで行われた第 2次審査

控室となった映像ホールでは他のバンドのラ
イブ審査の様子を見ることができる

学生が制作したアーティスト写真 学生が制作したジャケット写真

江戸川大学簿記コンクール（経営社会学科主催）の中止

　簿記コンクールは、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、2020 年度から 2022 年度まで開催中止となりました。

栄典・表彰
外部表彰

学生記者クラブが「2022 CHIBA UNIVERSITYPRESS」で特別賞受賞
　学生記者クラブが、千葉日報社主催「2022 CHIBA UNIVERSITY 
PRESS（CUP）」で特別賞を受賞しました。CUP は千葉県内の大学
生が千葉日報社の学生記者として取材・紙面レイアウトなど新聞作
りを体験する企画です。閉講式が 12 月 14 日（水）に行われ、優秀
賞や特別賞などの発表がありました。
　江戸川大学の学生記者は、全国でも屈指の人口増加数・増加率が
続く流山市に着目し、待機児童対策を実行する市の担当課を取材し
たほか、市内の保育施設を取材し、『少子化社会 選ばれる自治体 子
育て支援で存在感』をテーマに記事をまとめました。
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強化指定部などの活動報告

2022年度公式戦活動報告
男子バスケットボール部

女子バスケットボール部

男女バスケットボール部が流山市小学校ミニバスケットボール大会の運営に協力

女子バレーボール部

フットボールクラブ
関東大学バスケットボール２部リーグ　1 位（21 勝 1 敗）、
1 部リーグ昇格決定
天皇杯バスケットボール千葉県大会　優勝、
天皇杯１次ラウンド出場
ジャキテェ ダオウダ選手が U-22 日本学生選抜

関東大学女子バスケットボール２部 A　通算 7 勝７敗　５位
皇后杯女子バスケットボール千葉県大会　優勝、
皇后杯１次ラウンド出場
サンブ アストゥ選手が２部得点王、リバウンド王受賞

　男子バスケットボール部及び女子バスケットボール部が 10 月 27 日（木）と 11 月 2 日（水）、令和 4 年度第 16 回流山市小
学校ミニバスケットボール大会の運営に協力しました。大会には流山市内の各校男女 1 チームずつ（小学校 4･5･6 年生の児
童で構成）が出場。本学バスケ部員はボランティア活動の一環として審判を務めました。
　男子バスケットボール部の岡戸幸輝さんは「私たちは来年度から関東 1 部リーグ所属と
いう立場になって、多くの方々に応援されるようなチームになるため、小学生のような純
粋な心を持って、また江戸川大学や流山市のボランティアに積極的に参加していきたいと
強く感じました」、女子バスケットボール部の倉林菜穂さんは「大会運営に携わっていた
だいている方々への感謝の気持ちを改めて痛感しました。今後も地域の方々と交流する機
会がありましたら、様々な形で積極的に参加していきたいです」と感想を述べました。

関東大学女子バレーボール 2 部リーグ　6 位（4 勝６敗）

　今年度から対面授業も再開し、学業と競技スポーツの両立を目指す本学の強化指定部 4 部の活動が本格化しました。そうし
たなか、男子バスケットボール部は関東 2 部リーグを 21 勝 1 敗という圧倒的な強さで優勝し、1 部リーグ昇格を決めました。
第 74 回全日本大学バスケットボール選手権大会（インカレ）にも出場し、中京大学（東海学連 1 位）に 1 点差で惜敗と大健闘
しました。今後のさらなる活躍に期待がかかります。

　「部員数が多い中、学生間で切磋琢磨しチーム力で勝ち取った結果だと思います。課外活動に励むために、日頃の学業を大切
に取り組むことを継続し課外活動に生かす。創部以来の積み重ねだと思います。
　２０２３年度の１部リーグ戦に向けては、チーム全員初めての挑戦となります。厳しい戦いになりますが、ベクトルを自分・
自分たちに向け挑みたいと思います。引き続きの御支援、御声援よろしくお願い致します」

男子バスケットボール部長　青木拓郎准教授

千葉県大学サッカーリーグ１部　６位（9 勝 6 敗 3 分け）
千葉県大学サッカーリーグ２部　１位（6 勝 1 敗 1 分け）
関東大学サッカー I リーグ　 　５位（6 勝 6 敗 2 分け）　
千葉県社会人リーグ１部　　　　11 位（3 勝 6 敗 4 分け）

令和４年度（第53回）　千葉県私学教育功労者表彰

　千葉県私学教育振興財団は、千葉県の私学教育、学術又は文化の振興に関し、多年にわたる功績があった方々に対し、
その功績を称え表彰を行っています。法人事務局から総務部総務課長の藤倉知康さん、総務部係長の千葉保子さん、大
学事務局から学務部教務課長の平岡健次さんが表彰されました。

栄典・表彰

外部表彰

川瀬由高講師「国史館台湾文献館奨励出版文献書刊優等賞」受賞

尾花真梨子准教授「日本カウンセリング学会奨励賞」受賞

岩井俊樹さんがドッジボールの全国大会で準優勝

佐藤秀樹講師「eco検定アワード大賞」受賞

　現代社会学科・川瀬由高講師が分担執筆した『百年往返：走訪客家地區的日本學者』（中国語図書）が、2022 年国史館台湾文献
館奨励出版文献書刊の優等賞を受賞しました。
　国史館は台湾の歴史・文化研究を推薦・収集しているセンターで、優等賞は昨年台湾で数多く出版された学術書のなかから 8
つしか選ばれていない名誉ある賞です。
　本書は日本で活躍した台湾客家に関する研究者 14 名の業績を紹介する論文集です。川瀬講師は第 9 章「末成道男：祭祀圈論的
更新與非群體論的起步」を寄稿。この章では中国研究の碩学である末成道男氏の台湾客家研究を、自身の南京でのフィールドワー
クの経験をもとに再解釈し、その非集団論としての特徴と今日的意義について議論しています。

　人間心理学科の尾花真梨子准教授が、令和 3 年度日本カウンセリング学会奨励賞を受賞しました。奨励賞は、日本におけるカ
ウンセリング学に関する学術的研究と実践的活動を若い会員に奨励するために、優れた研究者ならびに実践者を表彰し、カウン
セリング学の発展に寄与することを目的に贈られるものです。
　受賞にあたっては、これまでの継続的な研究活動に加えて、当該学会の『カウンセリング研究』に掲載された「自閉スペクト
ラム症を抱える男子高校生の母親との心理面接過程」に関する事例研究が高く評価されました。

　経営社会学科 3 年の岩井俊樹さんが、10 月 2 日（日）に福岡県北九州市で開催された 2022 J.D.B.A. 全日本選手権（日本ドッジボー
ル協会主催）に出場し、見事チームを準優勝に導きました。
　岩井さんの所属する RED ☆ MAX は、千葉県松戸市を拠点に活動する競技ドッジボールチームです。7 月に行われた関東ブロッ
ク・ファイターの部（16 歳以上）で優勝し、全国大会への切符を掴むと、決勝戦では関西代表チーム相手にあと一歩及ばず惜し
くも準優勝。それでも各地方大会を勝ち上がってきた 32 チーム中全国 2 位という素晴らしい成績を残しました。

　現代社会学科の佐藤秀樹講師が、東京商工会議所が主催する「eco検定アワード2022」でエコピープル部門の大賞を受賞しました。
　eco 検定を主催する東京商工会議所では「環境と経済を両立させた持続可能な社会」の推進に向けて、eco 検定アワードの受賞
者が取り組む様々な活動を多くの方々に広く参考にしてもらうためにアワードを開催しています。
　佐藤講師は高等教育機関における環境教育の促進、市民社会における SDGs 普及啓発活動、バングラデシュ・シュンドルボン
地域の零細農村生産者を対象とした農畜林水産物の 6 次産業化による生計向上事業の取り組みなどが高く評価されました。

第74回全日本大学バスケットボール選手権大会のオープニングゲーム
（名古屋経済大学戦）で圧勝した男子バスケットボール部

キッコーマンアリーナ（流山市民総合体育館）にて

第 98 回関東大学バスケットボール2部リーグの第 18 戦で大勝し、本学初の関東大学 1部リーグ昇格
が決定
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2022年度公式戦活動報告
男子バスケットボール部

女子バスケットボール部

男女バスケットボール部が流山市小学校ミニバスケットボール大会の運営に協力

女子バレーボール部

フットボールクラブ
関東大学バスケットボール２部リーグ　1 位（21 勝 1 敗）、
1 部リーグ昇格決定
天皇杯バスケットボール千葉県大会　優勝、
天皇杯１次ラウンド出場
ジャキテェ ダオウダ選手が U-22 日本学生選抜

関東大学女子バスケットボール２部 A　通算 7 勝７敗　５位
皇后杯女子バスケットボール千葉県大会　優勝、
皇后杯１次ラウンド出場
サンブ アストゥ選手が２部得点王、リバウンド王受賞

　男子バスケットボール部及び女子バスケットボール部が 10 月 27 日（木）と 11 月 2 日（水）、令和 4 年度第 16 回流山市小
学校ミニバスケットボール大会の運営に協力しました。大会には流山市内の各校男女 1 チームずつ（小学校 4･5･6 年生の児
童で構成）が出場。本学バスケ部員はボランティア活動の一環として審判を務めました。
　男子バスケットボール部の岡戸幸輝さんは「私たちは来年度から関東 1 部リーグ所属と
いう立場になって、多くの方々に応援されるようなチームになるため、小学生のような純
粋な心を持って、また江戸川大学や流山市のボランティアに積極的に参加していきたいと
強く感じました」、女子バスケットボール部の倉林菜穂さんは「大会運営に携わっていた
だいている方々への感謝の気持ちを改めて痛感しました。今後も地域の方々と交流する機
会がありましたら、様々な形で積極的に参加していきたいです」と感想を述べました。

関東大学女子バレーボール 2 部リーグ　6 位（4 勝６敗）

　今年度から対面授業も再開し、学業と競技スポーツの両立を目指す本学の強化指定部 4 部の活動が本格化しました。そうし
たなか、男子バスケットボール部は関東 2 部リーグを 21 勝 1 敗という圧倒的な強さで優勝し、1 部リーグ昇格を決めました。
第 74 回全日本大学バスケットボール選手権大会（インカレ）にも出場し、中京大学（東海学連 1 位）に 1 点差で惜敗と大健闘
しました。今後のさらなる活躍に期待がかかります。

　「部員数が多い中、学生間で切磋琢磨しチーム力で勝ち取った結果だと思います。課外活動に励むために、日頃の学業を大切
に取り組むことを継続し課外活動に生かす。創部以来の積み重ねだと思います。
　２０２３年度の１部リーグ戦に向けては、チーム全員初めての挑戦となります。厳しい戦いになりますが、ベクトルを自分・
自分たちに向け挑みたいと思います。引き続きの御支援、御声援よろしくお願い致します」

男子バスケットボール部長　青木拓郎准教授

千葉県大学サッカーリーグ１部　６位（9 勝 6 敗 3 分け）
千葉県大学サッカーリーグ２部　１位（6 勝 1 敗 1 分け）
関東大学サッカー I リーグ　 　５位（6 勝 6 敗 2 分け）　
千葉県社会人リーグ１部　　　　11 位（3 勝 6 敗 4 分け）

令和４年度（第53回）　千葉県私学教育功労者表彰

　千葉県私学教育振興財団は、千葉県の私学教育、学術又は文化の振興に関し、多年にわたる功績があった方々に対し、
その功績を称え表彰を行っています。法人事務局から総務部総務課長の藤倉知康さん、総務部係長の千葉保子さん、大
学事務局から学務部教務課長の平岡健次さんが表彰されました。

栄典・表彰

外部表彰

川瀬由高講師「国史館台湾文献館奨励出版文献書刊優等賞」受賞

尾花真梨子准教授「日本カウンセリング学会奨励賞」受賞

岩井俊樹さんがドッジボールの全国大会で準優勝

佐藤秀樹講師「eco検定アワード大賞」受賞

　現代社会学科・川瀬由高講師が分担執筆した『百年往返：走訪客家地區的日本學者』（中国語図書）が、2022 年国史館台湾文献
館奨励出版文献書刊の優等賞を受賞しました。
　国史館は台湾の歴史・文化研究を推薦・収集しているセンターで、優等賞は昨年台湾で数多く出版された学術書のなかから 8
つしか選ばれていない名誉ある賞です。
　本書は日本で活躍した台湾客家に関する研究者 14 名の業績を紹介する論文集です。川瀬講師は第 9 章「末成道男：祭祀圈論的
更新與非群體論的起步」を寄稿。この章では中国研究の碩学である末成道男氏の台湾客家研究を、自身の南京でのフィールドワー
クの経験をもとに再解釈し、その非集団論としての特徴と今日的意義について議論しています。

　人間心理学科の尾花真梨子准教授が、令和 3 年度日本カウンセリング学会奨励賞を受賞しました。奨励賞は、日本におけるカ
ウンセリング学に関する学術的研究と実践的活動を若い会員に奨励するために、優れた研究者ならびに実践者を表彰し、カウン
セリング学の発展に寄与することを目的に贈られるものです。
　受賞にあたっては、これまでの継続的な研究活動に加えて、当該学会の『カウンセリング研究』に掲載された「自閉スペクト
ラム症を抱える男子高校生の母親との心理面接過程」に関する事例研究が高く評価されました。

　経営社会学科 3 年の岩井俊樹さんが、10 月 2 日（日）に福岡県北九州市で開催された 2022 J.D.B.A. 全日本選手権（日本ドッジボー
ル協会主催）に出場し、見事チームを準優勝に導きました。
　岩井さんの所属する RED ☆ MAX は、千葉県松戸市を拠点に活動する競技ドッジボールチームです。7 月に行われた関東ブロッ
ク・ファイターの部（16 歳以上）で優勝し、全国大会への切符を掴むと、決勝戦では関西代表チーム相手にあと一歩及ばず惜し
くも準優勝。それでも各地方大会を勝ち上がってきた 32 チーム中全国 2 位という素晴らしい成績を残しました。

　現代社会学科の佐藤秀樹講師が、東京商工会議所が主催する「eco検定アワード2022」でエコピープル部門の大賞を受賞しました。
　eco 検定を主催する東京商工会議所では「環境と経済を両立させた持続可能な社会」の推進に向けて、eco 検定アワードの受賞
者が取り組む様々な活動を多くの方々に広く参考にしてもらうためにアワードを開催しています。
　佐藤講師は高等教育機関における環境教育の促進、市民社会における SDGs 普及啓発活動、バングラデシュ・シュンドルボン
地域の零細農村生産者を対象とした農畜林水産物の 6 次産業化による生計向上事業の取り組みなどが高く評価されました。

第74回全日本大学バスケットボール選手権大会のオープニングゲーム
（名古屋経済大学戦）で圧勝した男子バスケットボール部

キッコーマンアリーナ（流山市民総合体育館）にて

第 98 回関東大学バスケットボール2部リーグの第 18 戦で大勝し、本学初の関東大学 1部リーグ昇格
が決定
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　「
小
さ
き
足
跡
」
は
、当
時
の
江
戸
川
学
園
理
事
長
で
あ
っ
た
木
内
き
ぬ
先
生
が
原
稿
を
執
筆
し
、

江
戸
川
女
子
高
等
学
校
の
先
生
と
生
徒
が
編
集
し
た
冊
子
で
す
。
十
二
号
は
、
創
立
二
十
五
周
年

を
記
念
し
て
、
江
戸
川
学
園
物
語
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
原
文
の
ま
ま
連
載
し
ま
す
。

　
こ
の
学
園
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
十
⼀
名
の
間
題
の
生
徒
を
数
え
る
に
至
つ
た
。
そ
の
た
め
に
、

夜
を
日
に
つ
い
で
職
員
会
が
開
か
れ
た
。
不
良
の
子
こ
そ
善
導
す
べ
き
だ
、
そ
れ
が
教
育
者
と
し

て
の
任
務
で
あ
る
と
主
張
す
る
⼀
派
と
、
い
や
た
つ
た
十
⼀
名
の
為
に
全
生
徒
が
悪
影
響
を
う
け
、

ひ
い
て
は
学
校
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
結
果
に
な
る
。
濁
流
と
清
流
は
仝
じ
流
れ
に
お
く
べ
き
で
は

な
い
。
と
い
う
⼀
派
に
分
れ
て
各
々
⼀
歩
も
譲
ら
な
い
。
遂
い
に
校
長
は
涙
を
呑
ん
で
十
⼀
名
に

対
し
て
断
を
下
し
た
。
毎
年
卒
業
式
に
は
答
辞
半
分
ま
で
読
ん
だ
頃
に
な
る
と
、
卒
業
生
の
泣
き

声
が
場
内
に
満
つ
る
の
だ
が
、
昭
和
二
十
四
年
度
の
卒
業
式
当
日
は
逆
に
校
長
の
方
か
ら
声
を
上

げ
て
泣
き
出
し
て
し
ま
つ
た
。

『
此
の
晴
れ
の
席
上
に
列
す
べ
か
り
し
十
⼀
名
の
姿
の
見
え
な
い
事
は
全
く
自
分
の
責
任
で
あ
つ

て
、
何
と
も
申
訳
な
い
。』
と
言
わ
れ
る
。
私
は
木
内
と
の
結
婚
生
活
三
十
三
年
の
永
き
に
及
ん
だ

が
、
彼
が
声
を
上
げ
て
泣
い
た
の
を
見
た
の
は
此
の
時
が
最
初
で
そ
し
て
最
後
で
あ
つ
た
。

『
ど
う
ぞ
不
良
の
群
に
だ
け
は
入
ら
な
い
で
呉
れ
よ
』と
血
涙
を
し
ぽ
つ
て
叫
ん
だ
あ
の
時
の
声
を
、

学
園
の
生
徒
は
、
卒
業
生
は
今
も
心
に
通
じ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
学
問
を
学
ぶ
だ
け
が
学

校
で
は
な
い
、
よ
い
人
柄
を
も
身
に
つ
け
る
。
そ
れ
が
此
の
学
校
の
伝
統
で
あ
る
筈
。

時
世
の
波

　
終
戦
後
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
政
策
は
日
本
民
族
の
上
に
⼀
大
改
革
を
断
行
し
て
、
そ
の
真
髄
を
覆
し

て
行
つ
た
。 

そ
の
最
も
大
き
な
も
の
ゝ
⼀
つ
に
学
制
改
革
が
あ
る
。
つ
ま
り
六
・
三
・
三
制
の
施
行

で
あ
る
。
義
務
教
育
は
小
学
校
六
年
ま
で
の
が
、
中
学
三
年
卒
業
ま
で
延
長
を
見
た
事
は
、
敗
戦

の
ど
ん
底
に
喘
ぐ
日
本
民
族
に
取
つ
で
、
ど
ん
な
に
苦
し
い
負
担
で
あ
つ
た
か
。
そ
の
施
設
の
た

め
に
自
殺
す
る
村
長
が
出
る
な
ど
世
の
中
は
て
ん
や
わ
ん
や
の
中
に
、
全
国
津
々
浦
々
に
ま
で
、

の
み
の
音
が
響
き
渡
つ
て
行
つ
た
。

　
そ
の
完
成
へ
の
途
上
小
学
校
に
間
借
り
す
る
中
学
校
、
私
立
学
校
に
委
託
さ
れ
た
中
学
生
な
ど

が
、
現
れ
て
兎
も
あ
れ
、
教
育
の
場
は
中
等
学
校
五
年
制
が
三
年
に
な
り
、
高
等
学
校
三
年
制
が

し
か
れ
、
大
学
六
ヶ
年
が
四
ヶ
年
に
小
間
切
れ
に
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。

今
日
十
年
の
歳
月
の
経
過
は
そ
れ
が
当
り
前
の
よ
う
に
世
人
に
思
わ
せ
る
よ
う
に
な
つ
た
が
、
私

は
中
等
学
校
五
年
制
に
限
り
な
い
郷
愁
を
感
ず
る
。

　
人
間
完
成
に
最
も
大
切
な
時
期
に
、
中
学
か
ら
高
等
学
校
へ
と
教
育
の
場
が
変
つ
て
行
か
ね
ば

な
ら
な
い
事
は
、 

感
じ
易
い
青
少
年
の
心
に
ど
う
饗
い
て
行
く
か
太
陽
族
が
多
く
な
り
ア
プ
レ
が

多
く
な
る
現
代
世
相
も
こ
の
制
度
に
起
因
し
た
点
も
多
々
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
仕
方
な
い
。

本
学
園
で
も
お
多
分
に
洩
れ
ず
委
託
生
を
三
ク
ラ
ス
江
戸
川
区
長
か
ら
お
引
受
け
し
た
。

　
本
学
園
を
目
指
し
て
入
つ
て
来
た
の
で
は
な
く
て
、
制
度
に
支
配
さ
れ
て
来
た
の
だ
か
ら
、
心

か
ら
馴
染
ま
な
い
、
な
じ
ま
な
い
ま
ゝ
に
三
年
が
過
ぎ
て
、
社
会
に
出
て
行
つ
て
し
ま
う
。

今
途
中
で
出
会
つ
て
も
挨
拶
も
し
な
い
で
行
き
過
ぎ
る
の
は
こ
の
頃
の
委
託
生
に
多
く
て
、
そ
の

都
度
歯
の
抜
け
た
よ
う
な
寂
し
さ
を
感
ず
る
。

　
教
育
制
度
の
改
革
は
私
立
学
校
に
大
き
な
皺
寄
せ
と
な
り
、
⼀
大
暴
風
雨
と
な
つ
て
襲
つ
て
来

た
。
世
上
住
む
に
家
な
く
三
畳
⼀
間
に
幾
家
族
か
の
同
居
が
あ
る
か
と
思
う
と
、
私
立
学
校
は
が

ら
あ
き
と
な
り
、
⼀
方
目
立
つ
て
立
派
な
校
舎
を
持
つ
て
屈
る
学
校
は
ア
メ
リ
カ
駐
留
軍
の
接
收

の
憂
目
を
見
る
有
様
で
あ
つ
た
。

　
終
戦
直
後
の
食
糧
不
足
は
頂
点
に
逹
し
た
。
学
固
で
は
江
戸
川
河
畔
に
三
千
坪
の
農
耕
地
を
持

つ
て
い
た
の
で
生
徒
も
職
員
も
父
兄
も
⼀
緒
に
な
つ
て
、
せ
つ
せ
と
学
業
の
合
間
に
農
耕
に
精
出

し
た
。
先
づ
食
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
生
き
て
行
く
た
め
に
は
…
…
…
…
木
内
は
人
に
頭
を
下
げ
る

事
が
大
嫌
い
で
あ
つ
た
の
で
、
決
し
て
食
料
の
買
い
出
し
に
は
ゆ
か
な
い
、
自
ら
先
頭
に
立
つ
て

素
人
百
性
に
任
じ
て
い
た
。
私
達
⼀
家
で
麦
二
表
、 

さ
つ
ま
芋
十
貫
、
馬
鈴
著
廿
貫
の
収
穫
を
上

げ
た
の
だ
か
ら
、
学
園
全
体
の
収
穫
は
大
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
何
処
か
ら
こ
の
力
が
湧
い
て
来

た
か
不
思
議
で
あ
る
。
然
し
こ
う
し
た
変
則
的
な
生
活
は
悲
劇
を
は
ら
ん
で
い
た
事
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
昭
和
二
十
三
年
十
月
病
魔
は
遂
に
木
内
の
再
起
を
こ
ば
む
に
至
つ
た
。

　
学
制
改
革
の
餘
波
は
い
よ
い
よ
深
刻
と
な
り
、
生
徒
は
半
滅
す
る
、
主
柱
が
倒
れ
て
職
員
は
座

に
落
ち
着
か
な
い
。
校
舎
は
朽
ち
て
来
て
ま
る
で
釣
橋
を
渡
る
よ
う
だ
。
あ
ら
ゆ
る
悪
條
件
が
⼀

時
に
押
し
寄
せ
て
、
学
園
の
危
機
は
こ
ゝ
に
再
び
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
命
を
か
け
た
学
園
の
行
方

は
ど
う
な
る
こ
と
か
、
生
徒
逹
の
見
舞
状
の
山
積
す
る
中
に
あ
つ
て
、
ひ
た
す
ら
そ
の
将
来
を
思

う
病
床
に
於
け
る
校
長
の
心
情
察
す
る
に
あ
ま
り
あ
る
も
の
が
あ
つ
た
。

　
　
　
占
者
の
門
を
叩
け
り
道
づ
れ
の
倒
れ
て
時
の
久
し
く
な
れ
ば

　
　
　
亡
き
後
を
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
語
り
居
て
ふ
つ
と
話
の
絶
え
て
眼
の
合
う

　
　
　
わ
び
し
さ
の
極
み
に
堪
え
て
今
日
も
叉
病
み
臥
す
人
の
肌
ふ
き
て
や
る

　
　
　
愛
憎
を
乗
り
越
え
て
今
は
た
ゞ
静
夫
を
看
と
れ
る
室
に
陽
の
射
し

　
　
　
た
ゞ
ぢ
つ
と
み
つ
め
居
る
眼
に
ふ
と
合
い
て
心
よ
み
と
れ
て
戸
迷
う
我
か

（
出
典
：
小
さ
き
足
跡
十
二
号
「
創
立
二
十
五
周
年
江
戸
川
学
園
物
語
」）

創
立
二
十
五
周
年 

江
戸
川
学
園
物
語

小
さ
き
足
跡
十
二
号
（
昭
和
三
十
一
年
発
行
）

第
四
回
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国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
留
学
生
同
士
、
ま
た
、
留

学
生
と
日
本
人
学
生
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
Ｃ
棟
1
階

に
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ラ
ウ
ン
ジ

に
は
、
自
習
ス
ペ
ー
ス
や
、
留
学
生
対
象
の
お
知
ら
せ
・

日
本
語
関
連
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
自
由
に
閲
覧
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
個
別
補
習
な
ど
、
日
本
語
学
習
の
サ

ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
は
、
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
と
電
源
タ
ッ
プ
を
新
た
に
設
置
し
、
自
習
環
境

を
整
え
ま
し
た
。
日
本
語
関
連
の
図
書
も
新
た
に
追
加
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
語
学
習
や
学
生
相
互
の
交
流
に
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

学
食
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
券
売
機
を
設
置

　
学
食
設
置
の
券
売
機
は
こ
れ
ま
で
現
金
の
み
の
使
用

に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
般
新
た
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
券
売
機
を
1
台
追
加
設
置
す
る
予
定
で
す
。
使
用
可

能
な
媒
体
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。
電
子
マ
ネ
ー
は
交
通
系
Ｉ

Ｃ
、
楽
天Edy

、nanaco

、W
A

O
N

、iD

、Q
uickPay

が
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
はPayPay

、
ｄ
払
い
、
メ
ル
ペ

イ
、auPA

Y

、
Ａlipay

、W
eChatpay

、
銀
聯Q

R

、

JK
Pay

が
対
象
と
な
る
予
定
で
、
4
月
か
ら
の
稼
働
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
度
防
災
訓
練
は
9
月
16
日
（
金
）
と
22
日

（
木
）、
教
職
員
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
Ｂ
棟
メ
モ
リ

ア
ル
ホ
ー
ル
に
集
合
し
、
防
災
等
危
機
管
理
委
員
会
委
員

長
の
隈
本
邦
彦
教
授
か
ら
、
総
合
訓
練
の
想
定
、
人
員
配

置
・
役
割
分
担
の
確
認
と
訓
練
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
想
定
は
大
規
模
地
震
発
生
後
に
Ａ

棟
２
階
の
非
常
勤
講
師
室
か
ら
火
災
が
発
生
す
る
と
い
う

も
の
。
い
っ
た
ん
各
自
研
究
室
や
席
に
戻
り
、
緊
急
地
震

速
報
が
発
報
す
る
ま
で
待
機
。
発
報
後
は
、
割
り
当
て
ら

れ
た
通
報
連
絡
班
、
避
難
誘
導
班
、
応
急
救
護
班
、
安
全

防
護
班
、
初
期
消
火
班
の
い
ず
れ
か
の
⼀
員
と
し
て
行
動

し
、
自
分
の
役
割
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
学
校
法
人
江
戸
川
学
園
の
２
０
２
１
年

度
決
算
報
告
を
大
学
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
事
業
活
動
収
入
は

前
年
度
よ
り
１
４
６
百
万
円
増
加
の
８
，

４
０
２
百
万
円
、
事
業
活
動
支
出
は
前
年
度

よ
り
２
８
１
百
万
円
増
加
の
７
，７
８
５
百
万

円
と
な
り
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支

差
額
は
前
年
度
よ
り
１
３
４
百
万
円
減
少
の

６
１
７
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
基
本
金
組

入
額
は
前
年
度
よ
り
２
７
４
百
万
円
増
加
の

９
６
７
百
万
円
と
な
り
、
当
年
度
収
支
差
額

は
△
３
４
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年

度
繰
越
収
支
差
額
が
△
３
，６
３
８
百
万
円
の

為
、
基
本
金
取
崩
額
12
百
万
円
を
勘
案
し
た

翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
は
△
３
，９
７
５
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
活
動
収
支

　
教
育
活
動
収
入
は
、
学
生
生
徒
等
納
付

金
が
63
百
万
円
増
加
し
た
こ
と
や
、
経
常

費
等
補
助
金
が
38
百
万
円
増
加
し
た
こ
と

で
、
前
年
度
比
１
５
５
百
万
円
増
加
の
８
，

３
０
８
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
⼀
方
、
教

育
活
動
支
出
は
、
人
件
費
が
対
前
年
度
比

76
百
万
円
、
教
育
研
究
経
費
が
１
７
７
百
万

円
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
比

２
８
０
百
万
円
増
加
の
７
，７
５
０
百
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
教
育
活
動
収

支
差
額
は
前
年
度
比
１
２
５
百
万
円
減
少
の

５
５
８
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
育
活
動
外
収
支
差
額
は
、
前
年
比

11
百
万
円
減
少
の
28
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
特
別
収
支
差
額
は
、
前
年
度
比
1
百
万

円
増
加
の
30
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

施設設備

防災訓練

2021年度決算報告

明るく気持ちのよいスペースにリニューアル

自習スペースには４つの個別ブースも設置

緊急地震速報発報後、本部となるN棟 1階に集合
する教職員

メモリアルホールで総合訓練の説明を受ける 負傷者を担架で救護する応急救護班

続 と々入る報告をホワイトボードにまとめる通報連絡班



　「
小
さ
き
足
跡
」
は
、当
時
の
江
戸
川
学
園
理
事
長
で
あ
っ
た
木
内
き
ぬ
先
生
が
原
稿
を
執
筆
し
、

江
戸
川
女
子
高
等
学
校
の
先
生
と
生
徒
が
編
集
し
た
冊
子
で
す
。
十
二
号
は
、
創
立
二
十
五
周
年

を
記
念
し
て
、
江
戸
川
学
園
物
語
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
原
文
の
ま
ま
連
載
し
ま
す
。

　
こ
の
学
園
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
十
⼀
名
の
間
題
の
生
徒
を
数
え
る
に
至
つ
た
。
そ
の
た
め
に
、

夜
を
日
に
つ
い
で
職
員
会
が
開
か
れ
た
。
不
良
の
子
こ
そ
善
導
す
べ
き
だ
、
そ
れ
が
教
育
者
と
し

て
の
任
務
で
あ
る
と
主
張
す
る
⼀
派
と
、
い
や
た
つ
た
十
⼀
名
の
為
に
全
生
徒
が
悪
影
響
を
う
け
、

ひ
い
て
は
学
校
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
結
果
に
な
る
。
濁
流
と
清
流
は
仝
じ
流
れ
に
お
く
べ
き
で
は

な
い
。
と
い
う
⼀
派
に
分
れ
て
各
々
⼀
歩
も
譲
ら
な
い
。
遂
い
に
校
長
は
涙
を
呑
ん
で
十
⼀
名
に

対
し
て
断
を
下
し
た
。
毎
年
卒
業
式
に
は
答
辞
半
分
ま
で
読
ん
だ
頃
に
な
る
と
、
卒
業
生
の
泣
き

声
が
場
内
に
満
つ
る
の
だ
が
、
昭
和
二
十
四
年
度
の
卒
業
式
当
日
は
逆
に
校
長
の
方
か
ら
声
を
上

げ
て
泣
き
出
し
て
し
ま
つ
た
。

『
此
の
晴
れ
の
席
上
に
列
す
べ
か
り
し
十
⼀
名
の
姿
の
見
え
な
い
事
は
全
く
自
分
の
責
任
で
あ
つ

て
、
何
と
も
申
訳
な
い
。』
と
言
わ
れ
る
。
私
は
木
内
と
の
結
婚
生
活
三
十
三
年
の
永
き
に
及
ん
だ

が
、
彼
が
声
を
上
げ
て
泣
い
た
の
を
見
た
の
は
此
の
時
が
最
初
で
そ
し
て
最
後
で
あ
つ
た
。

『
ど
う
ぞ
不
良
の
群
に
だ
け
は
入
ら
な
い
で
呉
れ
よ
』と
血
涙
を
し
ぽ
つ
て
叫
ん
だ
あ
の
時
の
声
を
、

学
園
の
生
徒
は
、
卒
業
生
は
今
も
心
に
通
じ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
学
問
を
学
ぶ
だ
け
が
学

校
で
は
な
い
、
よ
い
人
柄
を
も
身
に
つ
け
る
。
そ
れ
が
此
の
学
校
の
伝
統
で
あ
る
筈
。

時
世
の
波

　
終
戦
後
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
政
策
は
日
本
民
族
の
上
に
⼀
大
改
革
を
断
行
し
て
、
そ
の
真
髄
を
覆
し

て
行
つ
た
。 

そ
の
最
も
大
き
な
も
の
ゝ
⼀
つ
に
学
制
改
革
が
あ
る
。
つ
ま
り
六
・
三
・
三
制
の
施
行

で
あ
る
。
義
務
教
育
は
小
学
校
六
年
ま
で
の
が
、
中
学
三
年
卒
業
ま
で
延
長
を
見
た
事
は
、
敗
戦

の
ど
ん
底
に
喘
ぐ
日
本
民
族
に
取
つ
で
、
ど
ん
な
に
苦
し
い
負
担
で
あ
つ
た
か
。
そ
の
施
設
の
た

め
に
自
殺
す
る
村
長
が
出
る
な
ど
世
の
中
は
て
ん
や
わ
ん
や
の
中
に
、
全
国
津
々
浦
々
に
ま
で
、

の
み
の
音
が
響
き
渡
つ
て
行
つ
た
。

　
そ
の
完
成
へ
の
途
上
小
学
校
に
間
借
り
す
る
中
学
校
、
私
立
学
校
に
委
託
さ
れ
た
中
学
生
な
ど

が
、
現
れ
て
兎
も
あ
れ
、
教
育
の
場
は
中
等
学
校
五
年
制
が
三
年
に
な
り
、
高
等
学
校
三
年
制
が

し
か
れ
、
大
学
六
ヶ
年
が
四
ヶ
年
に
小
間
切
れ
に
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。

今
日
十
年
の
歳
月
の
経
過
は
そ
れ
が
当
り
前
の
よ
う
に
世
人
に
思
わ
せ
る
よ
う
に
な
つ
た
が
、
私

は
中
等
学
校
五
年
制
に
限
り
な
い
郷
愁
を
感
ず
る
。

　
人
間
完
成
に
最
も
大
切
な
時
期
に
、
中
学
か
ら
高
等
学
校
へ
と
教
育
の
場
が
変
つ
て
行
か
ね
ば

な
ら
な
い
事
は
、 

感
じ
易
い
青
少
年
の
心
に
ど
う
饗
い
て
行
く
か
太
陽
族
が
多
く
な
り
ア
プ
レ
が

多
く
な
る
現
代
世
相
も
こ
の
制
度
に
起
因
し
た
点
も
多
々
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
仕
方
な
い
。

本
学
園
で
も
お
多
分
に
洩
れ
ず
委
託
生
を
三
ク
ラ
ス
江
戸
川
区
長
か
ら
お
引
受
け
し
た
。

　
本
学
園
を
目
指
し
て
入
つ
て
来
た
の
で
は
な
く
て
、
制
度
に
支
配
さ
れ
て
来
た
の
だ
か
ら
、
心

か
ら
馴
染
ま
な
い
、
な
じ
ま
な
い
ま
ゝ
に
三
年
が
過
ぎ
て
、
社
会
に
出
て
行
つ
て
し
ま
う
。

今
途
中
で
出
会
つ
て
も
挨
拶
も
し
な
い
で
行
き
過
ぎ
る
の
は
こ
の
頃
の
委
託
生
に
多
く
て
、
そ
の

都
度
歯
の
抜
け
た
よ
う
な
寂
し
さ
を
感
ず
る
。

　
教
育
制
度
の
改
革
は
私
立
学
校
に
大
き
な
皺
寄
せ
と
な
り
、
⼀
大
暴
風
雨
と
な
つ
て
襲
つ
て
来

た
。
世
上
住
む
に
家
な
く
三
畳
⼀
間
に
幾
家
族
か
の
同
居
が
あ
る
か
と
思
う
と
、
私
立
学
校
は
が

ら
あ
き
と
な
り
、
⼀
方
目
立
つ
て
立
派
な
校
舎
を
持
つ
て
屈
る
学
校
は
ア
メ
リ
カ
駐
留
軍
の
接
收

の
憂
目
を
見
る
有
様
で
あ
つ
た
。

　
終
戦
直
後
の
食
糧
不
足
は
頂
点
に
逹
し
た
。
学
固
で
は
江
戸
川
河
畔
に
三
千
坪
の
農
耕
地
を
持

つ
て
い
た
の
で
生
徒
も
職
員
も
父
兄
も
⼀
緒
に
な
つ
て
、
せ
つ
せ
と
学
業
の
合
間
に
農
耕
に
精
出

し
た
。
先
づ
食
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
生
き
て
行
く
た
め
に
は
…
…
…
…
木
内
は
人
に
頭
を
下
げ
る

事
が
大
嫌
い
で
あ
つ
た
の
で
、
決
し
て
食
料
の
買
い
出
し
に
は
ゆ
か
な
い
、
自
ら
先
頭
に
立
つ
て

素
人
百
性
に
任
じ
て
い
た
。
私
達
⼀
家
で
麦
二
表
、 

さ
つ
ま
芋
十
貫
、
馬
鈴
著
廿
貫
の
収
穫
を
上

げ
た
の
だ
か
ら
、
学
園
全
体
の
収
穫
は
大
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
何
処
か
ら
こ
の
力
が
湧
い
て
来

た
か
不
思
議
で
あ
る
。
然
し
こ
う
し
た
変
則
的
な
生
活
は
悲
劇
を
は
ら
ん
で
い
た
事
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
昭
和
二
十
三
年
十
月
病
魔
は
遂
に
木
内
の
再
起
を
こ
ば
む
に
至
つ
た
。

　
学
制
改
革
の
餘
波
は
い
よ
い
よ
深
刻
と
な
り
、
生
徒
は
半
滅
す
る
、
主
柱
が
倒
れ
て
職
員
は
座

に
落
ち
着
か
な
い
。
校
舎
は
朽
ち
て
来
て
ま
る
で
釣
橋
を
渡
る
よ
う
だ
。
あ
ら
ゆ
る
悪
條
件
が
⼀

時
に
押
し
寄
せ
て
、
学
園
の
危
機
は
こ
ゝ
に
再
び
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
命
を
か
け
た
学
園
の
行
方

は
ど
う
な
る
こ
と
か
、
生
徒
逹
の
見
舞
状
の
山
積
す
る
中
に
あ
つ
て
、
ひ
た
す
ら
そ
の
将
来
を
思

う
病
床
に
於
け
る
校
長
の
心
情
察
す
る
に
あ
ま
り
あ
る
も
の
が
あ
つ
た
。

　
　
　
占
者
の
門
を
叩
け
り
道
づ
れ
の
倒
れ
て
時
の
久
し
く
な
れ
ば

　
　
　
亡
き
後
を
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
語
り
居
て
ふ
つ
と
話
の
絶
え
て
眼
の
合
う

　
　
　
わ
び
し
さ
の
極
み
に
堪
え
て
今
日
も
叉
病
み
臥
す
人
の
肌
ふ
き
て
や
る

　
　
　
愛
憎
を
乗
り
越
え
て
今
は
た
ゞ
静
夫
を
看
と
れ
る
室
に
陽
の
射
し

　
　
　
た
ゞ
ぢ
つ
と
み
つ
め
居
る
眼
に
ふ
と
合
い
て
心
よ
み
と
れ
て
戸
迷
う
我
か

（
出
典
：
小
さ
き
足
跡
十
二
号
「
創
立
二
十
五
周
年
江
戸
川
学
園
物
語
」）

創
立
二
十
五
周
年 

江
戸
川
学
園
物
語

小
さ
き
足
跡
十
二
号
（
昭
和
三
十
一
年
発
行
）

第
四
回
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国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
留
学
生
同
士
、
ま
た
、
留

学
生
と
日
本
人
学
生
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
Ｃ
棟
1
階

に
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ラ
ウ
ン
ジ

に
は
、
自
習
ス
ペ
ー
ス
や
、
留
学
生
対
象
の
お
知
ら
せ
・

日
本
語
関
連
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
自
由
に
閲
覧
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
個
別
補
習
な
ど
、
日
本
語
学
習
の
サ

ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
は
、
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
と
電
源
タ
ッ
プ
を
新
た
に
設
置
し
、
自
習
環
境

を
整
え
ま
し
た
。
日
本
語
関
連
の
図
書
も
新
た
に
追
加
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
語
学
習
や
学
生
相
互
の
交
流
に
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

学
食
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
券
売
機
を
設
置

　
学
食
設
置
の
券
売
機
は
こ
れ
ま
で
現
金
の
み
の
使
用

に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
般
新
た
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
券
売
機
を
1
台
追
加
設
置
す
る
予
定
で
す
。
使
用
可

能
な
媒
体
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。
電
子
マ
ネ
ー
は
交
通
系
Ｉ

Ｃ
、
楽
天Edy

、nanaco

、W
A

O
N

、iD

、Q
uickPay

が
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
はPayPay

、
ｄ
払
い
、
メ
ル
ペ

イ
、auPA

Y

、
Ａlipay

、W
eChatpay

、
銀
聯Q

R

、

JK
Pay

が
対
象
と
な
る
予
定
で
、
4
月
か
ら
の
稼
働
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
度
防
災
訓
練
は
9
月
16
日
（
金
）
と
22
日

（
木
）、
教
職
員
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
Ｂ
棟
メ
モ
リ

ア
ル
ホ
ー
ル
に
集
合
し
、
防
災
等
危
機
管
理
委
員
会
委
員

長
の
隈
本
邦
彦
教
授
か
ら
、
総
合
訓
練
の
想
定
、
人
員
配

置
・
役
割
分
担
の
確
認
と
訓
練
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
想
定
は
大
規
模
地
震
発
生
後
に
Ａ

棟
２
階
の
非
常
勤
講
師
室
か
ら
火
災
が
発
生
す
る
と
い
う

も
の
。
い
っ
た
ん
各
自
研
究
室
や
席
に
戻
り
、
緊
急
地
震

速
報
が
発
報
す
る
ま
で
待
機
。
発
報
後
は
、
割
り
当
て
ら

れ
た
通
報
連
絡
班
、
避
難
誘
導
班
、
応
急
救
護
班
、
安
全

防
護
班
、
初
期
消
火
班
の
い
ず
れ
か
の
⼀
員
と
し
て
行
動

し
、
自
分
の
役
割
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
学
校
法
人
江
戸
川
学
園
の
２
０
２
１
年

度
決
算
報
告
を
大
学
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
事
業
活
動
収
入
は

前
年
度
よ
り
１
４
６
百
万
円
増
加
の
８
，

４
０
２
百
万
円
、
事
業
活
動
支
出
は
前
年
度

よ
り
２
８
１
百
万
円
増
加
の
７
，７
８
５
百
万

円
と
な
り
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支

差
額
は
前
年
度
よ
り
１
３
４
百
万
円
減
少
の

６
１
７
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
基
本
金
組

入
額
は
前
年
度
よ
り
２
７
４
百
万
円
増
加
の

９
６
７
百
万
円
と
な
り
、
当
年
度
収
支
差
額

は
△
３
４
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年

度
繰
越
収
支
差
額
が
△
３
，６
３
８
百
万
円
の

為
、
基
本
金
取
崩
額
12
百
万
円
を
勘
案
し
た

翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
は
△
３
，９
７
５
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
活
動
収
支

　
教
育
活
動
収
入
は
、
学
生
生
徒
等
納
付

金
が
63
百
万
円
増
加
し
た
こ
と
や
、
経
常

費
等
補
助
金
が
38
百
万
円
増
加
し
た
こ
と

で
、
前
年
度
比
１
５
５
百
万
円
増
加
の
８
，

３
０
８
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
⼀
方
、
教

育
活
動
支
出
は
、
人
件
費
が
対
前
年
度
比

76
百
万
円
、
教
育
研
究
経
費
が
１
７
７
百
万

円
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
比

２
８
０
百
万
円
増
加
の
７
，７
５
０
百
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
教
育
活
動
収

支
差
額
は
前
年
度
比
１
２
５
百
万
円
減
少
の

５
５
８
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
育
活
動
外
収
支
差
額
は
、
前
年
比

11
百
万
円
減
少
の
28
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
特
別
収
支
差
額
は
、
前
年
度
比
1
百
万

円
増
加
の
30
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

施設設備

防災訓練

2021年度決算報告

明るく気持ちのよいスペースにリニューアル

自習スペースには４つの個別ブースも設置

緊急地震速報発報後、本部となるN棟 1階に集合
する教職員

メモリアルホールで総合訓練の説明を受ける 負傷者を担架で救護する応急救護班

続 と々入る報告をホワイトボードにまとめる通報連絡班



◎編集後記
　現在の千葉県北西部には江戸幕府が軍馬育成のために設置した放牧場「小金牧」があっ
たそうです。小金牧は５つの牧場の総称で、本学周辺には上野牧と高田台牧があり、成顕寺
のあたりに馬が逃げ出さないよう作られた野馬土手の跡が見られます。本学の中庭をリニュー
アルした際、サブグラウンド周辺に野馬土手をモチーフにこんもりした土手を作りました。学園
祭ではサブグラウンドに設置された野外ステージでお笑いライブを楽しむ方々が土手に座って観
覧していました。なんともいえないほのぼのとした光景で、3 年ぶりに対面で開催できた喜びを
噛み締めました。
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保護者会の実施 キッチンカー再開

学生組織「エド・アド」によるイベント

学生食堂100円モーニングメニュー
提供再開

　9月から 11月にかけて学科毎に保護者会を実施し
ました。人間心理学科は、学科長による学科紹介動
画をオンライン配信し、質問は個別に受け付けまし
た。現代社会学科は全体会をリアルタイム配信し、
個別に相談を受け付けました。経営社会学科はご希
望の方に個別面談を実施しました。マス・コミュニ
ケーション学科は対面で全体会を実施後、個別面談
を行いました。情報文化学科は対面・オンラインで
全体会を実施後、ゼミに分かれて相談会を行いまし
た。こどもコミュニケーション学科は、全体会をリ
アルタイム配信しました。多くの保護者の方にご参
加いただき、とても有意義な会になりました。

　今年度はキッチンカーの出店も再開しました。
日替わりで 12 のキッチンカーが登場します。ハン
バーガーやカレー、おにぎり、豚丼、ステーキ弁
当などのお料理系から、クレープなどのスイーツ
系まで様々。ぜひご利用ください。

　マス・コミュニケーション学科の学生で組織す
る仮想広告代理店「エド・アド」が、今年度再開
した対面の学生活動を盛り上げたいと、7月は七夕、
10 月はハロウィン、12 月はクリスマスにちなんだ
イベントを企画しました。

　新型コロナウイルス感染症の影響で中止していた
学生食堂のモーニングメニューの提供が、10 月 17
日（月）から再開しました。学生の食生活を応援す
るため、大学からの補助で 100 円という値段設定に
して実施しています。
提供時間は午前 8時
から 10 時まで。スク
ランブルエッグ and
ソーセージセット、
トースト and サラダ
セット、焼き魚朝定
食の 3 種類があり、
どのセットもサラダ
や小鉢付きです。

情報文化学科の全体会の様子

七夕の願いごとを書いて飾る笹パネルを設置

「ALADDIN」トルコ料理を提供 「MAE FOOD TRUCK」タコライ
スや揚げたこ焼き等提供

「SHANTI」本格インド料理を提供 「モバイルキッチン」ポーク焼肉
弁当や牛ステーキ弁当等提供

「おやつ大戦争～ナンバーワンお菓子を決めよう！～」
と題したパネルを設置


